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平成２４年度

施 政 方 針
（要旨）

３月定例議会の冒頭、施政方針を述べる佐藤市長。

　

内
外
と
も
に
厳
し
い
政
治
・
経
済
・
社

会
情
勢
の
中
で
、
阿
蘇
市
は
合
併
し
８
年

目
を
迎
え
、
引
き
続
き
難
し
い
行
財
政
の

運
営
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
が

安
全
に
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
生
活
基
盤
の
充
実
と
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
　

　

本
年
も
、
国
や
県
と
の
連
携
を
深
め
、

様
々
な
情
報
を
的
確
に
把
握
し
、
医
療
・

福
祉
・
教
育
・
農
林
畜
産
業
・
商
工
観
光

等
々
へ
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
、未
来
の
発
展
に
目
を
向
け
、

魅
力
あ
る
阿
蘇
市
、
元
気
あ
ふ
れ
る
阿
蘇

市
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

市
の
財
政

　

政
府
は
、
本
年
度
予
算
編
成
方
針
で
、

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」、「
経
済

分
野
の
フ
ロ
ン
テ

ア
の
開
拓
」、「
分
厚

い
中
間
層
の
復
活
」、「
農
林
漁
業
の
再

生
」、「
エ
ネ
ル
ギ

・
環
境
政
策
の
再
設

計
」
の
５
つ
の
重
点
分
野
を
中
心
に
、
日

本
再
生
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
事
業
費
が
被
災
地
以
外
の
地
域
の
財

政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
地
方

財
政
に
対
し
て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

一
般
財
源
総
額
を
平
成
23
年
度
と
同
水

準
、
確
保
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
等
の

社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
に
伴
う
財
政

需
要
の
増
大
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
運
営

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
の
方
々
が

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
の
優
先
す
べ

き
喫
緊
の
施
策
と
し
て
、学
校
施
設
整
備
、

病
院
建
設
等
の
事
業
を
進
め
、
有
利
か
つ

確
実
に
補
助
金
や
起
債
を
確
保
で
き
る
よ

う
国
の
平
成
23
年
度
補
正
予
算
の
状
況
を

見
な
が
ら
、
前
倒
し
で
予
算
化
し
年
度
間

の
事
業
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
は
前
年
比
２・
８
％
増
と
い

た
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
職
員
数
の
削

減
、
組
織
・
事
務
事
業
の
見
直
し
、
事
業

評
価
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
経
常
経
費
の

節
減
を
行
い
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め

ま
す
。

　

行
財
政
改
革

　

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の
下
で
市
政

報
告
会
等
を
通
じ
市
民
の
皆
さ
ま
に
説

明
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
成
果

を
重
視
し
た
行
政
運
営
に
努
め
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
政
策
や
施
策
の
事
前
・

事
後
評
価
等
の
結
果
を
予
算
や
組
織
な
ど

に
十
分
活
用
し
、
現
場
の
意
識
改
革
や
施

策
を
有
効
に
機
能
さ
せ
、
さ
ら
な
る
行
政

改
革
を
進
め
ま
す
。

　

児
童
福
祉

　

４
月
か
ら
宮
地
、
内
牧
、
黒
川
の
３
保

育
園
が
民
営
の
保
育
園
と
し
て
新
た
に
出

発
し
ま
す
。
３
保
育
園
と
も
に
、
無
事
に

事
務
引
継
を
完
了
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

の
環
境
の
も
と
民
間
に
よ
る
運
営
と
な
り

ま
す
。
市
と
し
て
も
健
全
な
保
育
環
境
を

維
持
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。
　

　

　

保
健
予
防
・
歯
科
関
係

　　

昨
年
度
開
始
し
た
「
子
宮
頸
が
ん
等
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業
」
の
周
知
啓
発
活
動
に

努
め
、
将
来
的
な
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　

歯
科
関
係
で
は
、
本
市
が
虫
歯
保
有
率

で
県
内
で
も
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
歯
科
医
師
会
と
連
携
し
平
成
24

年
度
か
ら
虫
歯
予
防
効
果
が
実
証
さ
れ
た

フ

素
の
塗
布
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

は
じ
め
に

は
じ
め
に

健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
す
た
め
に
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て
き
た
知
識
と
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
社

会
の
担
い
手
と
な
り
、
そ
れ
を
生
き
が
い

と
し
た
健
康
保
持
に
繋
が
る
よ
う
就
労
支

援
を
図
り
ま
す
。

　

阿
蘇
中
央
病
院

　

新
病
院
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
３
月
末

の
実
施
設
計
の
完
了
を
受
け
、
今
後
は
、

関
係
機
関
と
の
補
助
金
や
起
債
申
請
等
の

協
議
、
各
種
許
認
可
に
関
す
る
法
手
続
き

に
入
り
ま
す
。

　

４
月
早
々
に
は
阿
蘇
中
学
校
の
解
体
工

事
の
準
備
に
か
か
り
、
そ
の
後
、
病
院
本

体
、
外
構
、
医
師
住
宅
建
設
の
各
工
事
、

医
療
機
器
整
備
等
を
順
次
進
め
、
平
成
26

年
２
月
の
新
病
院
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
地
域
医
療
再
生
計
画
に
基
づ

く
地
域
医
療
連
携
事
業
、
遠
隔
地
医
療
シ

ス
テ
ム
事
業
、
休
日
夜
間
等
初
期
救
急
セ

ン
タ
ー
事
業
等
に
も
並
行
し
て
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

波
野
診
療
所

　

波
野
地
区
の
方
々
の
医
療
を
確
保
す
る

診
療
所
は
、
４
月
以
降
、
常
勤
の
医
師
が

不
在
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し

て
、
毎
週
火
曜
日
に
阿
蘇
中
央
病
院
の
内

科
医
を
派
遣
、
残
り
の
平
日
は
、
熊
大
病

院
・
高
野
病
院
・
熊
本
整
形
外
科
病
院
か

ら
の
派
遣
医
師
に
よ
り
対
応
し
ま
す
。

　

歯
科
診
療
に
つ
い
て
は
、
波
野
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の
フ
ッ
素
洗
口
を

継
続
し
、
県
の
事
業
で
あ
る
訪
問
歯
科
診

療
と
も
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

生
活
保
護

　

生
活
保
護
受
給
世
帯
は
、
合
併
後
最
大

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
必
要
最
低
限
度
の
生
活
を
支
援

す
る
こ
と
は
国
や
自
治
体
の
役
割
で
あ

り
、
対
象
世
帯
の
適
格
な
生
活
状
況
の
把

握
と
就
労
支
援
、
自
立
に
向
け
た
後
方
支

援
を
進
め
ま
す
。
併
せ
て
、
職
員
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
公
正
で
公
平
な
福
祉

行
政
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
運
営
協
議
会
に
お
い
て
民
営
化
の
方

向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
委
託
法
人

選
定
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
25
年
４
月

か
ら
の
委
託
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

と
連
携
し
、
高
齢
者
の
方
々
が
長
年
培
っ

健康でいきいきと暮らすために

（１）高齢者・障がい者福祉等の充実
　・阿蘇市社会福祉協議会運営費負担金･･･････････････5,609万円

　・高齢者住宅改造助成事業費補助事業･････････････････583万円

　・老人クラブ連合会活動等事業補助事業･･･････････････975万円

　・敬老会補助事業･･･････････････････････････････････915万円

　・老人ホーム上寿園運営費･･････････････････････1億2,835万円

　・シルバー人材センター事業･････････････････････････262万円

　・身体障害者等地方年金事業･･･････････････････････1,200万円

　・重度心身障害者医療費助成事業･･･････････････････8,040万円

　・自立支援医療費（更生医療分）助成事業･･･････････3,000万円

　・自立支援給付事業等･･････････････････････････6億1,725万円

　・生活保護費･･････････････････････････････････3億1,570万円

（２）子育て支援の充実
　・保育園運営費･･･････････････････････････････10億8,866万円

　・子ども手当事業･･････････････････････････････4億2,994万円

   ・育児、児童扶養手当事業･･････････････････････1億6,500万円

　・乳幼児医療費助成事業･･･････････････････････････4,500万円

　・児童生徒医療費助成事業･････････････････････････2,040万円

　・母子家庭支援事業･･･････････････････････････････1,078万円

　・放課後健全育成委託事業･････････････････････････1,471万円

（３）保健・医療の充実
　・病院建設事業（本体工事・医療機器購入）････24億7,861万円

　・輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業･･･････1,020万円

　・インフルエンザ予防接種・個別接種委託料･････････7,337万円

　・各種健診委託料･････････････････････････････････4,620万円

　・妊婦・乳幼児検診等委託料･･･････････････････････1,942万円

平成２４年度 施 政 方 針
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地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
出
す
仕

組
み
や
産
業
活
性
化
に
つ
な
が
る
草
原
の

利
活
用
策
を
整
理
し
、
関
係
機
関
と
と
も

に
、
早
期
の
阿
蘇
草
原
特
区
指
定
を
目
指

し
ま
す
。　

　

広
域
農
道
整
備

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
第
１
期
工
事
が
終

了
し
、
全
長
５
２
６
５
ｍ
を
整
備
し
ま
し

た
。
平
成
24
年
度
か
ら
は
第
２
期
工
事
と

し
て
、
３
区
間
４
３
３
２
ｍ
を
整
備
延
長

し
、
大
型
化
す
る
農
業
機
械
や
農
産
物
輸

送
車
両
の
通
行
は
も
と
よ
り
、
幹
線
道
路

東
西
線
と
し
て
、
交
通
量
の
増
加
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
進
め
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策

　

こ
れ
ま
で
年
間
を
通
し
た
一
斉
駆
除
や

電
気
牧
柵
を
設
置
す
る
な
ど
個
体
数
の
調

整
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
隣
接
す
る
自

治
体
や
有
害
鳥
獣
捕
獲
協
議
会
と
連
動
し

取
り
組
み
ま
す
。

　

観
光
業
の
振
興

　

昨
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
や
様
々
な

経
済
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
海
外
か
ら
の

入
込
客
数
も
減
少
傾
向
と
な
り
、
観
光
業

関
係
の
皆
様
方
に
と
っ
て
、
例
年
に
無
く

マ
イ
ナ
ス
要
因
の
多
い
１
年
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
、
こ
の
様
な
状
況
を
払

拭
す
べ
く
、
温
泉
・
運
動
・
環
境
・
食
等

の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
「
健
康
づ
く
り

の
郷
」
事
業
を
よ
り
拡
充
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
特
色
を
発
信
す
る
関
連
イ
ベ

ン
ト
、
特
に
「
第
２
回
大
阿
蘇
健
康
ウ
ォ

ー
ク
」
の
充
実
を
図
り
、
阿
蘇
を
全
国
に

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
省
と
連
携
し
た
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
活
動
を
推
進
し
、「（
仮
称
）
草
原

学
習
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
と
し
た
草
原
の

維
持
・
保
全
・
再
生
活
動
を
観
光
商
品
の

中
に
組
み
込
み
、
新
た
な
地
域
振
興
策
へ

と
繋
げ
ま
す
。

　

農
業
振
興
対
策

　　

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
の
動
向
を
十
分
注
視
し
な
が
ら
、

食
料
自
給
率
の
向
上
と
持
続
可
能
な
力
強

い
農
業
の
実
現
に
向
け
、
地
域
の
中
心
と

な
る
経
営
体
（
個
人
、法
人
、集
落
営
農
）

へ
の
農
地
集
積
、
新
規
就
農
者
や
担
い
手

の
育
成
を
行
い
、
農
地
の
保
全
は
も
と
よ

り
集
落
機
能
の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。　

　

地
産
地
消

　

農
産
物
等
の
販
売
促
進
と
安
全
・
安
心

な
農
産
物
の
安
定
的
な
提
供
体
制
の
整
備

を
目
的
に
先
般
設
置
し
た
農
産
物
直
売
所

（
７
組
織
）
の
協
議
会
の
運
営
を
支
援
し
、

地
域
農
業
の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
総
合
特
区

　

阿
蘇
の
草
原
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い

く
取
り
組
み
は
、
世
界
文
化
遺
産
登
録
や

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に
関
連
す
る
重
要

な
要
素
と
な
り
ま
す
。
阿
蘇
の
草
原
再
生

の
た
め
に
も
、畜
産
の
振
興
は
も
と
よ
り
、

活
力
あ
ふ
れ
る

農
林
業
の
た
め
に

活力あふれる農林業のために

○農業振興
・農道等整備事業･･････････････････････････････････5,551万円
・県営経営体育成基盤整備事業負担金事業･･････････････440万円
・県営経営体育成基盤整備事業水路工事負担金事業････1,326万円   
・熊本県農地・水・環境保全協議会補助事業･･････････3,532万円
・農地・水保全管理支払交付金事業･･････････････････9,100万円
・阿蘇市農産物直売所販売促進協議会補助事業･･･････････80万円
・中山間地域総合整備事業県営事業負担金事業 ･･･････1,710万円
・戸別所得補償制度推進事業費補助事業･･････････････1,200万円
○畜産振興
・阿蘇あか牛草原再生補助事業･･････････････････････2,169万円
・家畜導入事業補助事業･･････････････････････････････930万円
・家畜導入事業資金供給事業補助事業････････････････1,380万円
・牛異常産予防接種補助、放牧寄生虫駆除薬補助、
　　赤牛産直素牛導入補助････････････････････････････839万円
○林業振興
・森を育てる間伐材利用推進事業補助事業････････････2,620万円
・林道整備事業････････････････････････････････････1,693万円
・森林整備地域活動支援交付金事業補助事業･･････････1,600万円
・森林総合研究所分収造林事業業務委託事業･･････････1,400万円

地
域
振
興
と
観
光
産
業

育
成
の
た
め
に
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の
玄
関
口
と
し
て
の
利
便
性
や
快
適
性
を

更
に
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
繰
越
し
事
業

の
噴
水
設
備
を
含
む
休
憩
公
園
の
整
備
や

隣
接
す
る
市
道
阿
蘇
駅
１
号
線
の
改
良
な

ど
駅
周
辺
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通

　

こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応

し
、
効
率
的
で
継
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
を
構
築
す
る
た
め
「
阿
蘇
市
地
域
交
通

あ
り
方
検
討
会
」
に
お
い
て
議
論
が
重
ね

ら
れ
、
今
年
２
月
に
提
言
書
を
頂
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
度
は
、
こ
の
提
言
書
に
基

づ
い
た
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
、
利
用

者
の
方
々
に
便
利
な
地
域
公
共
交
通
の
早

期
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

住
民
サ

ビ
ス
の
充
実

　

各
種
証
明
書
等
の
発
行
に
つ
い
て
は
、

お
知
ら
せ
端
末
に
よ
る
周
知
や
個
別
通
知

を
行
う
な
ど
「
市
民
カ

ド
」
の
普
及
に

取
り
組
み
、
時
間
外
で
も
利
用
可
能
な
自

動
交
付
機
の
利
用
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

消
費
生
活
相
談

　　

多
様
化
す
る
消
費
生
活
問
題
や
多
重
債

務
問
題
に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
消
費

生
活
相
談
室
を
拡
充
、
新
た
に
４
月
か
ら

消
費
生
活
セ
ン
タ

と
し
て
開
所
し
市
民

の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
相
談
に
、
よ
り
専
門

的
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
・
減
量
化
策

　　

広
報
誌
や
お
知
ら
せ
端
末
に
よ
る
周

知
、
ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ご

み
を
減
ら
す
標
語
・
絵
画
コ
ン
ク

ル
」

の
開
催
に
よ
る
啓
発
活
動
や
レ
ジ
袋
削
減

に
向
け
た
マ
イ
バ

グ
運
動
を
進
め
る
と

と
も
に
、
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
タ

の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
振
興

　　

阿
蘇
駅
周
辺
で
は
、
九
州
新
幹
線
全

線
開
業
の
効
果
に
よ
り
、「
Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
」

乗
降
者
数
、「
産
交
バ
ス
」
利
用
者
数
及

び
「
駅
レ
ン
タ
カ

」
稼
働
台
数
と
も
に

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
同
様
に
「
道
の

駅
阿
蘇
」
来
訪
者
数
も
、
開
駅
以
来
最
高

の
年
間
約
80
万
人
に
達
し
て
お
り
、
阿
蘇

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に

地域振興と観光産業育成のために

（１）観光業の振興
　・商工会・観光団体等補助事業･････････････････････2,901万円

　・商店街活性化補助事業（空家等対策事業）･･･････････718万円

　・阿蘇観光戦略づくり委託事業･･･････････････････････360万円

　・阿蘇の火まつり負担金事業･････････････････････････218万円

　・阿蘇の花の祭典補助事業･･･････････････････････････700万円

　・地域振興型イベント補助事業･････････････････････1,500万円

　・鉱泉源施設管理運営補助事業･････････････････････1,315万円

　・観光地域づくりプラットフォーム支援事業･･･････････510万円

　・阿蘇イルミネーション事業･････････････････････････700万円

　・国際環境観光都市創造事業･････････････････････････200万円

　・国内・海外観光客誘致事業･････････････････････････350万円

　・ＪＲ阿蘇駅舎改修事業･･･････････････････････････1,000万円

　・中央公園及びあそ☆ビバ管理運営費･･･････････････1,185万円

　・ＡＳＯ田園空間博物館総合案内所周辺整備事業･･･････450万円

（２）地域活力の向上
　・健康づくりの郷推進補助事業･･･････････････････････950万円

　・人づくり・地域づくり補助事業･････････････････････422万円

　・公民館活動費用(分館活動・地区公民館整備補助等)･･1,522万円

　・緊急雇用創出基金事業･･･････････････････････････3,213万円
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道
路
・
市
営
住
宅
整
備

　　

引
き
続
き
、
市
民
生
活
に
密
着
し
た
道

路
、河
川
、住
宅
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

特
に
、
合
併
後
早
期
の
竣
工
を
目
指
し
て

き
た
阿
蘇
市
幹
線
道
路
整
備
事
業
は
、
平

成
24
年
度
の
波
野
地
区
工
事
完
了
に
よ
り

一
連
の
整
備
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
南
北
線
計
画
路
線
の
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
橋
長
15
ｍ
以
上
の
道
路
橋
を
対

象
に
実
施
し
て
い
る
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
も
３
橋
の

維
持
工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
改

善
事
業
計
画
に
よ
り
既
存
団
地
の
改
修
と

維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

上
水
道
及
び
簡
易
水
道　

　
「
阿
蘇
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、

平
成
24
年
度
も
、
上
水
道
及
び
簡
易
水
道

の
老
朽
化
し
た
配
水
施
設
の
設
備
更
新
と

送
配
水
管
更
新
、
効
果
的
な
維
持
管
理
に

努
め
、
安
定
供
給
体
制
の
確
立
と
経
営
の

効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
及
び
事
故
時
の
緊
急
配
水

供
給
路
網
の
構
築
や
遠
隔
監
視
装
置
の
導

入
を
行
い
、
危
機
管
理
対
策
と
管
理
体
制

の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　　

下
水
道　

　

整
備
状
況
と
し
て
、
認
可
区
域
３
０
５

ｈ
ａ
（
約
82
％
）
の
整
備
が
終
了
、
約

５
６
０
０
人
の
下
水
道
利
用
が
可
能
と
な

り
、
下
水
道
水
洗
化
率
も
約
74
％
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

老
朽
化
等
に
伴
う
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
下

水
処
理
場
）
の
改
築
更
新
事
業
は
、
平
成

23
年
度
か
ら
着
手
し
た
第
２
期
の
未
改
修

分
濃
縮
槽
と
脱
水
機
等
汚
泥
設
備
の
改
修

に
着
手
し
、
平
成
24
年
度
に
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
残
り
の
未
改
修
設
備

機
器
に
つ
い
て
も
、「
浄
化
セ
ン
タ
ー
長

寿
命
化
計
画
」
を
策
定
し
、
平
成
25
年
度

に
は
実
施
設
計
、
翌
26
年
度
か
ら
の
改
修

　

情
報
基
盤
整
備

　　

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
昨
年
６
月
か
ら

稼
働
開
始
し
10
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

情
報
内
容
の
充
実
と
、
お
知
ら
せ
端
末
を

う
ま
く
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
々
、
特
に

高
齢
者
世
帯
へ
の
地
域
単
位
で
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
拡
充
を
進
め
、
よ
り
身
近
で
便
利

な
電
話
と
し
て
の
活
用
推
進
を
図
り
ま
す
。

住みよいまちづくりのために

（１）生活交通等の充実　
〇道路等の整備
　・市道維持・新設改良事業･･･････････････････････3億6,539万円
　・幹線道路（市道支線・広域農道分）整備事業････････4,338万円
　・河川・橋梁改修事業･･･････････････････････････1億2,160万円
〇公共交通の整備
　・地方バス運行等特別対策補助事業･･････････････････6,524万円
　・乗合タクシー運行補助事業･･････････････････････････521万円
〇情報ネットワークの整備
　・光ネットワーク事業･･････････････････････････････1,961万円
（2）生活環境の向上
　・阿蘇広域行政事務組合負担金
　　（火葬、ＲＤＦ施設、リサイクル施設、最終処分場、し尿処理）
　　　　　　　　　　　　　　　 ･･････････････････7億8,887万円
　・合併処理浄化槽設置整備事業費補助事業････････････4,712万円
　・ごみ収集運搬及びごみ処理事業････････････････････4,179万円
　・上水道・簡易水道整備事業･････････････････････3億4,000万円
　・下水道整備事業･･･････････････････････････････5億1,452万円
　・ASO環境共生基金事業･･････････････････････････････481万円
（３）防災対策の充実
　・阿蘇火山等防災対策事業（ガス対策監視員・噴火対策費用等）
　　　　　　　   ････････････････････････････････････2,584万円
　・阿蘇広域行政事務組合（消防費）･･････････････3億9,781万円
　・消防団活動事業･･････････････････････････････････6,812万円
　・消防施設整備事業（消火栓、防火水槽設置、小型ポンプ更新等）
　　　　　　　　　　　　　　　 ･････････････････････2,457万円
（４）人権教育・啓発の推進
　・人権啓発事業（施設管理運営費含む）･･････････････5,982万円
　・男女共同参画推進事業･･････････････････････････････136万円
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平成２４年度 施 政 方 針

主
納
付
の
推
進
に
向
け
、
市
民
の
方
々
の

納
税
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　

中
で
も
滞
納
者
対
策
と
し
て
、
納
付
可

能
と
思
わ
れ
る
滞
納
者
の
方
に
は
、
捜
索

や
差
押
え
等
の
滞
納
処
分
を
実
施
し
、
税

収
の
確
保
と
収
納
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　
「
生
き
る
力
を
育
む
」
と
い
う
基
本
理
念

の
も
と
、
小
学
校
で
は
、
昨
年
度
か
ら
新
学

習
指
導
要
領
が
全
面
実
施
さ
れ
、
中
学
校
で

も
同
様
に
、
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。
新
し
い
指
導
要
領
の
下
、
子
ど
も
た
ち

の
確
か
な
学
力
と
道
徳
心
の
あ
る
心
豊
か

な
逞
し
い
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

学
校
規
模
適
正
化
計
画
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
４
月
に
中
通
小
学
校
と
宮
地
小

学
校
が
先
行
統
合
し
ま
す
。
阿
蘇
中
校
区

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
統
合
準
備
委
員
会

を
設
置
し
て
お
り
、
乙
姫
小
学
校
と
碧
水

小
学
校
の
平
成
25
年
４
月
統
合
に
向
け
協

議
を
進
め
ま
す
。

　

施
設
整
備

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
を
受
け
、
国
は
、
学
校
施
設
の
耐
震
性

確
保
、
避
難
施
設
と
し
て
の
機
能
の
拡
大

を
重
要
視
し
た
補
正
予
算
措
置
を
行
な
い

ま
し
た
。
こ
れ
に
併
せ
て
、
内
牧
小
学
校

校
舎
の
耐
震
補
強
、
一
の
宮
中
学
校
体
育

館
の
改
築
、
そ
し
て
、
阿
蘇
中
校
区
統
合

小
学
校
と
な
る
碧
水
小
学
校
の
大
規
模
改

修
事
業
に
早
急
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業
は
、
各

構
成
資
産
の
価
値
付
け
の
た
め
の
調
査
・

測
量
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
重
要
文
化

的
景
観
へ
の
選
定
に
向
け
地
域
や
関
係
諸

団
体
へ
の
説
明
会
等
を
開
催
、
そ
の
中
で

い
た
だ
い
た
様
々
な
ご
意
見
を
基
に
、
阿

蘇
郡
市
共
通
の
計
画
と
条
例
の
素
案
を
策

定
し
、新
た
な
景
観
保
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

工
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
啓
発

　　
「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
・
学
校
・
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
の
人
権
教
育
と
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

進
め
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
本
年
度
は
、
本
市
に
お
い
て
第
39

回
九
州
地
区
人
権
・
同
和
教
育
夏
期
講
座

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
阿
蘇
郡
市
一

体
と
な
り
大
会
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
、
男
女
が
協
働
す
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の

払
拭
等
、
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

滞
納
整
理
・
対
策

　

納
期
内
納
税
者
の
方
々
と
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
よ
り
積
極
的
な
滞
納
整
理
に

継
続
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

基
本
的
な
方
策
と
し
て
、
⑴
現
年
度
課

税
分
の
徴
収
強
化
（
新
規
滞
納
発
生
の
抑

止
）、
⑵
滞
納
繰
越
分
の
圧
縮
、
⑶
課
税

客
体
の
適
正
な
把
握
、
⑷
納
税
環
境
の
整

備
等
を
掲
げ
、
納
税
本
来
の
姿
で
あ
る
自

教育の充実のために

（１）学校教育等の充実
　・英語指導助手費用････････････････････････････････1,206万円

　・学校教育指導主事費用･･････････････････････････････331万円

　・耐震補強設計業務委託事業（阿蘇西小、山田小）･･････500万円

　・スクールバス購入事業（２台）････････････････････3,000万円

　・給食センター運営費用･････････････････････････1億7,514万円

　・図書館運営費用･･････････････････････････････････6,641万円

（２）生涯学習の充実・文化の振興　
　・文化協会・郷土芸能保存活動補助事業････････････････208万円

　・阿蘇市子ども芸術祭実行委員会補助事業･･････････････200万円

　・生涯学習及びスポーツ振興事業････････････････････1,506万円

　・世界遺産登録推進事業････････････････････････････2,738万円

（３）社会体育・スポーツの充実　
　・体育施設維持管理運営費用･････････････････････1億1,862万円

　・火の国・阿蘇クロスカントリー大会補助事業･･････････180万円

　・火の山旗スポーツ大会補助金････････････････････････150万円

教
育
の
充
実
の
た
め
に
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平 成 ２ ４ 年 度 当 初 予 算平 成 ２ ４ 年 度 当 初 予 算
平成２４年度の当初予算が3月に行われた第2回阿蘇市議会定例会で承認されました

一 般 会 計 １３４億８,１９４万円 （対前年度比：2.8％増）

●市税
　 市民税、固定資産税、軽自動車税、
たばこ税など最も重要な財源です。

●地方交付税
　 行政サービス水準の均一化のため、
国が市の財政状況に応じて配分する
お金です。

●地方譲与税
　 地方揮発油譲与税や自動車重量譲与
税などが国税として徴収されたもの
の一部還元されるものです。　

●各種交付金
　 地方消費税交付金、利子割交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車取得
税交付金、地方特例交付金などがあ
ります。

●国庫支出金
　 事業を行うため国から交付されるお
金です。

●県支出金
　 事業を行うため県から交付されるお
金です。

●市債
　 特定の事業のため借り入れるお金で
す。

●その他
　 分担金・負担金、使用料・手数料、
財産収入などがあります。

歳　入

●議会費
　市議会運営のための経費です。
●総務費
　 市の行政、財産、選挙、企画、税の
徴収などのための経費です。

●民生費
　福祉向上のための経費です。
●衛生費
　 ごみ処理や健康づくりなどのための
経費です。

●農林水産業費
　農林業の振興のための経費です。
●商工費
　商工、観光の振興のための経費です。
●土木費
　 道路や橋、河川、公営住宅などの整
備のための経費です。

●消防費
　 阿蘇広域消防本部への負担金や消防
設備などの整備のための経費です。

●教育費
　 学校教育や生涯学習などのための経
費です。

●公債費
　 市の借金（市債）を返済するための
経費です。

歳　出

市税（20.6％）
27 億 8,234 万円

分担金・負担金
（1.3％）
1 億 7,519 万円

使用料・手数料
（1.1％）
1 億 5,226 万円

県支出金（6.9％）
9 億 3,516 万円

繰入金（4.3％）
5億7,374万円

繰越金（2.0％）
2億6,500万円

その他諸収入
（1.4％）
1億9,424万円

市債（8.0％）
10 億 8,310 万円

国庫支出金
（9.4％）
12 億 6,469 万円

各種交付金
（2.8％）
3 億 7,422 万円

地方譲与税
（1.5％）
2 億 200万円

地方交付税（40.6％）
54 億 8,000 万円

一般会計
歳 入

自主財源（30.7％）
41 億 4,277 万円

依存財源（69.3％）
93 億 3,917 万円

予備費（0.2％）
3,114 万円 議会費（1.2％）

1 億 5,942 万円

総務費（11.1％）
14 億 9,568 万円

民生費
（35.4％）
47億 6,802万円

諸支出金（0.3％）
4,329 万円

公債費（12.0％）
16 億 1,376 万円

災害復旧費（0.0％）
483 万円

教育費（8.1％）
10 億 9,267 万円

消防費（3.8％）
5 億 1,205 万円

土木費（7.1％）
9 億 5,730 万円

商工費（2.4％）
3 億 2,836 万円 農林水産業費（5.2％）

7 億 228万円

衛生費（13.2％）
17 億 7,314 万円

一般会計
歳 出
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特 別 会 計 ８４億６,０４５万円 （対前年度比：3.9％増）

阿蘇山観光事業　

阿蘇山周辺の観光促進を目的に、阿蘇山公園道路通
行使用料、売店収入並びにユースホステル収入の適
性運営を図るための会計です。

1億906万円 下水道事業　 10億4,898万円

公共下水道事業を行うための会計です。河川、海等
の水質保全を目的に、快適で環境にやさしい生活環
境を創出するための整備を行います。

国民健康保険事業　

自営業者等が加入する医療保険を運営するための会
計です。加入者からの保険税と国・県・市等の費費
用を財源に、事業を行います。

40億8,005万円 介護保険事業 27億395万円

介護（介護予防）サービスの給付等を行うための会計
です。給付費に充てる収入の半分は国、県、市の負
担金で残りは４０歳以上の方が納める保険料です。

財産区事業

財産区で管理する簡易水道事業等を行うための会計
です。坂梨財産区、古城財産区、中通財産区、宮地
財産区があります。

4,187万円 後期高齢者医療事業 3億7,767万円

主に 75歳以上の方（後期高齢者）を対象とする医療
保険を運営するための会計です。

診療所事業 9,887万円

「へき地診療所」として設置されている波野診療所の
会計です。在宅医療、訪問看護を含め、地域住民に
密着した地域医療の支援等を行います。

企 業 会 計 ４８億６,７５０万円 （対前年度比：102％増）

水道事業

上水道事業経営のために設けられた、独立採算制の
会計です。事業収入の大部分は、皆さまからの水道
使用料です。

9億9,605万円 阿蘇中央病院事業 38億7,145万円

病院事業経営のために設けられた、独立採算制の会
計です。地域の中核病院として住民の「命」を守り
「健康」を支えます。

平成２４年度の主要施策（平成２３年度からの繰越分を含む）平成２４年度の主要施策（平成２３年度からの繰越分を含む）平成２４年度の主要施策（平成２３年度からの繰越分を含む）

〇阿蘇中央病院建設工事の開始　平成２６年２月の開院に向けて建設工事に着手します。
〇 教育施設の大規模改修・耐震補強等の整備促進　校舎の耐震補強などを行い安全性の高い教育環境を
つくります。（一の宮中学校体育館、碧水小学校校舎、内牧小学校校舎）

〇 光ネットワークを活用した情報提供等の充実　インターネット加入者拡大やお知らせ端末の活用によ
り充実した情報発信を行います。

〇消費生活センターの開設　市役所東側に事務所が新設され相談業務が拡充します。（４月２日オープン）
〇 阿蘇市幹線道路（広域農道分）の整備促進　第１期事業が完了し第２期事業に着手します。また、市
道分についても支線整備に着手します。

〇 ３保育園の民営化スタート　宮地保育園、内牧保育園、黒川保育園の３保育園が民営保育園としてスタ
ートします。

〇 阿蘇市農産物直売所販売促進協議会の設立　阿蘇市内にある７つの農産物直売所が連携して、新たな
ＰＲ活動による消費拡大を目指します。

※企業会計については、病院建設に伴い大幅な増額となっています。



学んだ数だけ、新しい自分学んだ数だけ、新しい自分 阿蘇市 社 会 福 祉 協 議 会
生きがい講座・生きがい教室

阿蘇市（社会福祉協議会委託）では、高齢者の生きがいと健康づくり、社会参加を目的に、生き
がい講座・生きがい教室を開催します。おおむね６５歳以上であれば、どなたでも申込できま

すので是非ご参加下さい。なお、受講料は、無料ですが材料代等は、自己負担となります。

教 養 講 座 定員：各コース４０名
自然を楽しみながら市内を散策し、視野を広げます。
１回目（５月）仙酔峡・西小園コース
２回目（７月）手野コース
３回目（８月）火山博物館コース
４回目（９月）坂梨コース
５回目（１０月）赤水・乙姫コース
６回目（１１月）波野コース
７回目（１１月）南阿蘇コース
※応募は１名につき４コースまででお願いします。

園 芸 講 座 定員３０名
季節を身近に感じながら学びます。
全５回（５月より月１回開催）
会場：一の宮高齢者センター（手野）

広報 あそ 2012.0413

料 理 講 座 定員２０名
そば打ち体験や薬草を使った薬膳料理などに挑戦します。
全５回：開催内容により開催場所は異なります。
移動には、社協のバスを利用します。

陶 芸 講 座 定員１５名
自分だけのオリジナル作品を制作します。
全８回（５月より週１回開催）
会場：阿蘇スロー窯（小里）

ヨ ガ 講 座 定員３０名
心身ともにバランスの取れた体を造ります。
全５回（５月より週１回開催）
会場：阿蘇保健福祉センター（内牧）

布花アート講座 定員２０名
染色してある布に、コテで形づくりをし、花弁・葉の
一枚一枚を組み、花（コサージュ）に仕上げます。
全５回（６月より月１回開催）
会場：阿蘇保健福祉センター（内牧）

太極拳講座 定員３０名
心身をリラックスして、ストレスを解消します。
全５回（６月より週１回開催）
会場：阿蘇保健福祉センター（内牧）

パソコン講座 定員：各クラス１５名
高齢者向けのパソコン講座です。
全８回（５月より週１回開催）
午前１クラス／午後１クラス
会場：阿蘇公民館（内牧）

３B体操講座 定員３０名
遊び感覚でさまざまな運動が楽しめます。
全５回（７月より週１回開催）
会場：阿蘇保健福祉センター（内牧）

教 養 講 座

生きがい講座

生きがい教室

絵手紙教室
場所：阿蘇保健福祉センター　　定員２０名

着物リメイク教室
場所：阿蘇保健福祉センター　　定員２０名

木彫教室
場所：一の宮高齢者センター　　定員１０名

詩吟教室
　場所：一の宮高齢者センター　　定員２０名

卓球教室　
場所：一の宮高齢者センター　　定員４０名

申込・問い合わせ

●申込期間　4月 30日月まで
▶期間を過ぎても定員に満たない場合は、定員に達
するまで受付けます。▶申込者が多数の場合は、主
催者側の抽選により決定させていただきます。▶定
員に満たない場合は、内容を変更することがありま
す。▶事故等が発生した場合は、自己の責任としま
す。
●申込・お問い合わせ
　社会福祉法人　阿蘇市社会福祉協議会
　☎３２‐１１２７
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０
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ま
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阿
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学
校
落
成

　

４
月
10
日
に
は
新
入
学
生
１
４
２

人
を
迎
え
、
全
校
生
徒
４
０
３
人
に

よ
り
、
新
生
阿
蘇
中
学
校
の
歴
史
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
に
関
し
新
た
な
ス
ク

ー
ル
バ
ス
路
線
が
決
定
し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
※
生
徒
数
は
３
月
28
日
時
点
で
の
予
定
数
。）

新校舎の全景。太陽光発電を設置し、新校舎の全景。太陽光発電を設置し、ＥＣＯに配慮したＥＣＯに配慮した
造りが特徴となっています。造りが特徴となっています。
新校舎の全景。太陽光発電を設置し、ＥＣＯに配慮した
造りが特徴となっています。

1落成式が行われた体育館。公式バスケットコート２面
を設置。2武道場（柔道・剣道場）。3吹き抜けの中庭。
4校舎２階に設置された多目的ホール。5各階に配置さ
れた普通教室。全１２室。6玄関ホールのらせん階段。そ
の他、エレベーターも完備。

阿蘇ライオンズクラブ（山本勝一会長）から、
新阿蘇中の完成を祝い、学校教育に役立ててく
ださいと、演台、花台、盆栽１式を寄贈いただ
きました。

　
　
　

蘇
市
学
校
規
模
適
正
化
基
本

　
　
　

計
画
に
基
づ
き
、
最
初
の
統

合
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
た
阿
蘇
地

区
統
合
中
学
校
（
阿
蘇
中
学
校
）
が

竣
工
し
、
３
月
17
日
、
同
校
で
落
成

式
典
が
行
わ
れ
、
工
事
関
係
者
や
用

地
提
供
者
な
ど
１
３
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

平
成
21
年
10
月
に
基
本
・
実
施
設

計
に
着
手
し
、
用
地
選
定
や
地
質
調

査
な
ど
を
経
て
、
平
成
22
年
９
月
か
ら

校
舎
新
築
工
事
を
皮
切
り
に
、
体
育

館
、
武
道
場
、
造
成
工
事
に
着
手
。

翌
年
に
は
車
庫
、
プ
ー
ル
、
グ
ラ
ン

ド
工
事
な
ど
に
着
手
し
、
今
年
３
月

に
全
工
事
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　

総
事
業
費
は
26
億
円
で
、
2
/
3

に
つ
い
て
補
助
を
受
け
ま
し
た
。

　

用
地
提
供
者
を
は
じ
め
、
地
域
の

方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、

全
25
社
、
述
べ
約
１
８
，
０
０
０
人

も
の
人
が
工
事
に
携
わ
り
ま
し
た
。

阿

阿蘇中学校　所在地：阿蘇市内牧 609番地
　　　　　　電　話：３２－００７６
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地域婦人会が災害時ボランティアを学ぶ
阿蘇市地域婦人会防災研修会

　地域赤十字奉仕団の一員である阿蘇市地域婦
人会（神保京子会長）による、防災研修会が３月
１日、坂梨公民館で行われました。
　これは、東日本大震災を教訓に、赤十字ボラ
ンティアの認識を深め、災害に関する知識や技
術を身に付けようと、社会福祉協議会と日赤の
協力で開かれたもので、研修では、講話や、被
災地派遣職員の活動報告、応急手当等が行われ
ました。
　また、特殊ビニール袋で炊飯し３ヶ月腐らな
いというハイゼックス炊飯にも挑戦し、災害時
に備えました。

生活道の充実、中九州横断道路実現に向け研修
阿蘇市の未知（みち）を考える女性の会

　「阿蘇市の未知（みち）を考える女性の会」（小
笠原邦子会長）は、街づくりや生活向上につな
がる道づくりに女性も積極的に加わり、道路整
備を確かなものにしようと、竹田市の「中九州
横断道路早期完成を願う女性の会」等と交流を
しながら活動されています。会ではこの度、県内
主要３ヶ所の工事現場視察研修を実施し約７０
人が参加しました。
　参加者は、大事業である立野の４車線化工事、
白川河川工事、熊本駅前開発整備の現場に立ち、
それぞれの担当者から説明を受け、貴重な体験
をされました。

内牧を桜の名所に
黒川河畔の桜を守る会、木の手入れ作業を奉仕

　「黒川河畔の桜を守る会」（冨田英次会長）の
皆さんが、黒川堤防沿いの桜の手入れ作業に、
取り組まれました。
　同会は、内牧温泉街の黒川堤防沿いの両岸を
彩る桜並木に、近年テングス病等が多く見られ
るため、大事な内牧の宝を守ろうと、冨田さん
ら有志１０人が立ち上がったもので、早速３月
１１日、会員と協力者１８人による剪定作業が
行われました。　内牧１区は地区で毎年取り組
まれており、この日は２区から５区までの半分
の剪定があり、２トン車１０台分の枝が切除さ
れました。残りは秋に行われる予定です。

　阿蘇郡市７市町村が様々な催しを行う、阿蘇
の火まつりのオープニングイベントとして、阿
蘇の大火文字焼きが３月１０日、はな阿蘇美を
ステージイベント会場に行われました。昨年は
東日本大震災の影響により中止となったことか
ら、２年ぶりの開催となりました。
　ステージイベントでは、阿蘇の物産市や神楽、
ＴＡＯによる和太鼓公演など様々な催しが行わ
れ、会場は賑わいを見せました。
　夜には往生岳と本塚に、火文字が次々に点火
され、２年ぶりに『炎』の文字が浮かび上がり
ました。

復興の祈りを込めて２年ぶりの「火文字」
阿蘇の火まつり「大火文字焼き」
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世界規模で植樹の取り組み
一の宮ライオンズクラブ１００万本植樹

　一の宮ライオンズクラブ（田中
則次会長、以下「Ｌ」）は３月４日、
「世界で１００万本の木を植える」
取り組みとして、根子岳付近の山
林で合同植樹を行いました。
　この取り組みは、世界的に進む森林消失を食
い止めようと、ライオンズクラブが環境保全を
目的に行っているもので、一の宮Ｌほか、高森Ｌ、
小国Ｌ、熊本市の各Ｌから１５クラブ、５５０名
が参加しました。
　参加者は、約１.５ha の面積にサクラ、クヌギ、
スギの苗木約 2,６００本を、一本ずつ丁寧に植
えつけました。

「卒園おめでとう」を風船に乗せて
坂梨保育園風船飛ばし

　坂梨保育園で３月１４日、阿蘇市公民館坂梨
分館（佐藤文男分館長）による保育園との交流
として、風船飛ばしが行われました。
　この風船飛ばしは、卒園を控えた園児に思い
出を作ってもらおうと、１５年前から行われて
います。過去には飛ばした風船が四国まで届き、
保育園にミカンが届けれることもあったとのこと。
　園児５５人は、風船に思い思いのイラストを
描いたカードをつけて、「卒園おめでとう！」と
風船を大空に飛ばしました。
　坂梨保育園では９人の園児が卒園しました。

　阿蘇体育館で３月１４日、火の山スポーツ
クラブ主催によるショートテニス交流会が行わ
れ、阿蘇市と南小国町のスポーツクラブ会員ら
約４０名が参加しました。
　この催しは同クラブの種目「健康スポーツ」（大
和卓也指導者）で、スポーツを通して交流を図
る取り組みとして、昨年に引き続き行われたも
のです。
　ショートテニスとは、短いラケットとスポンジ
状のボールを使うのが特徴で、参加者は抽選で
ペアを組み、汗を流しました。試合後にはお楽
しみ抽選会が行われ、大いに盛り上がりました。

スポーツを通して交流深める
火の山スポーツクラブ　ショートテニス交流会

鮮やかな花で街並みを明るく
一の宮中学校で花植えボランティア

　一の宮中学校では年間を通して様々なボラン
ティア活動に取り組んでおり、３月２１日は、
阿蘇中央高校農業食品科の生徒と協力し、花を
プランターに植えて商店街に寄贈しました。
　今回の取り組みは、中・高生のふれあいと、
学校で取り組むボランティア活動を地域の人に
知ってもらおうと、毎年行っているものです。
　この日は、中学校の生徒４０名が参加し、シ
ネラリアと呼ばれる花１２０株を高校生指導の
下、プランターに丁寧に植え付け。その後、植
え付けられた４０ケースを門前町商店街に寄贈
しました。
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256チームが120日間無事故無違反達成！
春の全国交通安全運動推進会議

　春の全国交通安全運動推進会議が３月１４日、
阿蘇勤労者いこいの村で行われ、会議終了後、
「１２０日間無事故・無違反」達成者の抽選会が
ありました。
　この企画は、阿蘇地区安全運転管理者等協議会
（渡邉富廣会長）が阿蘇市・産山村に居住または勤
務している方を対象に３人１組でチームを組んで
運動に参加するもので、毎年実施されています。
　今回は２７７チームが参加し２５６チームが
達成しました。同協議会では、この他、HSR研
修やハンドプレートキャンペーンなどを行い年
間を通じ交通安全の意識向上を図っています。

就労者を励まし地域を活性化
阿蘇ロータリークラブが「職業奉仕賞」を贈呈

　阿蘇ロータリークラブ（志賀昭男会長）は、
就労者を多いに励まし地域の発展につなげよう
と、「職業奉仕賞」を設け、毎年贈呈しています。
今年は、技術邁進と後進の育成等に永年努めら
れている理容業の甲斐許義さん（内牧）と建具
工の軸丸鉄男さん（古神１区）に贈られました。
　甲斐さんは、全国理容競技大会敢闘賞、県理容
技術選手権大会優勝などの経歴の持ち主で、現在、
熊本理容組合理事。軸丸さんは、平成２３年度
優秀施工者国土交通大臣顕彰を受賞。現在、中通
の笹原木工所で後進の育成に尽力されています。

　地域の食文化に関心を持ちその意義を理解し
てもらおうと、一の宮中学校では、家庭科「食
生活と自立」の学習に郷土料理実習を取り入れ
ています。
　今年は、阿蘇の名物でもある「高菜めし」「だ
ご汁」に挑戦。生徒たちは包丁や火に緊張しな
がらも、阿蘇市食生活改善推進員協議会の指導
により懸命に調理を進め、色々な知識が身に付
き嬉しそうでした。
　そして、さすが阿蘇っ子。「高菜めし」「だご汁」
は大好きな食べ物だそうです。

卒業生が阿蘇の名物料理に挑戦！
一の宮中学校郷土料理実習

左からロータリーの志賀昭男左からロータリーの志賀昭男会長会長、
軸丸氏、甲斐氏軸丸氏、甲斐氏
左からロータリーの志賀昭男会長、
軸丸氏、甲斐氏

茶の精神で育む豊かな心
りんどう保育園『お別れ野点』

　りんどう保育園で３月５日、卒園を前に年長
児（１９名）が年中児と保護者を招き、『お別れ
野点』と題したお茶会が行われました。
　このお別れ野点は、お茶ごっこを通して礼儀
作法や心を育てる取り組みとして、年長児が１
年に渡り稽古した成果を披露し、年中児と保護
者に作法を教えるというもので、昭和５２年か
ら行われています。
　お茶会では、手慣れた作法でお茶を点て、「す
はま」と呼ばれるお菓子と点てたお茶を振る舞
い、ひとつひとつ丁寧に作法を教える可愛らし
い園児たちを見て、参観する保護者から笑みが
こぼれました。
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世界ジオパーク認定を目指して。
阿蘇ジオパークシンポジウム開催

税に関する絵はがきコンクールで最優秀賞
第３回税に関する絵はがきコンクール

　法人会主催「第３回税に関する絵はがきコン
クール」で、乙姫小学校６年（現中学１年）の
石本美津妃さんの作品が見事、熊本県で最優秀
賞に輝きました。さらに南九州地区でも２位に
なり、全国大会への出品が決まりました。
　このコンクールは、税に関する活動に取り組
む法人会が、小中学校で行う租税教育の一環と
して募集したもので、阿蘇市内では３校が参加
しました。
　３月１９日は贈呈式があり、石本さんへ阿蘇
税務署法人会女性部長小笠原邦子さんより表彰
状と記念品が贈られました。

　熊本県社会人野球（企業）チームによる野球
教室が３月４日、農村公園あぴかで開催され、小・
中学生併せて１２４名が参加し、ゴールデンラー
クスの選手から、ストレッチや守備、バッティ
ングと野球の最前線の技術を習いました。
　教室では、選手によるデモンストレーションも
行われ、参加者は技術の高さに驚いていました。
　熊本ゴールデンラークスの山内主将は、「今日
学んだことを日頃の練習で生かして、これから
の野球人生において、ひとつでも役に立てたな
ら嬉しい。」と参加者に対し話されました。

社会人野球のレベルの高い技術を学ぶ
熊本ゴールデンラークス野球教室

▲基調講演をする尾池和夫氏。

▲パネルディスカッションの様子。
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取
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催
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日
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博
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県
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ま
し
た
。

　

ま
ず
、
同
協
議
会
の
会
長

を
務
め
る
佐
藤
義
興
市
長
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
委
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委
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で
あ

り
㈶
国
際
高
等
研
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所
長
の

尾
池
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夫
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に
よ
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、
「
世
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の
阿
蘇
ジ
オ
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め
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」
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基
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講
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あ
り
ま
し
た
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地
震
学
を
専
攻
さ
れ
る
尾

池
氏
は
、
地
震
と
絡
め
た
日

本
列
島
の
歴
史
や
巨
大
地
震

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
触
れ
、「
阿

蘇
の
特
徴
を
い
か
に
売
り
込

ん
で
い
く
か
が
重
要
」
と
、

世
界
認
定
へ
の
取
り
組
み
の

重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活

用
と
、
世
界
申
請
に
向
け
た

阿
蘇
ジ
オ
パ
ー
ク
の
課
題
」
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テ
ー
マ
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク

に
関
わ
る
有
識
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
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カ
ッ
シ
ョ
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が

行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線

で
、
世
界
認
定
へ
の
取
り
組

み
や
課
題
に
つ
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て
活
発
な

意
見
が
飛
び
交
い
、
今
後
の

世
界
認
定
に
向
け
て
、
大
変

価
値
の
あ
る
有
意
義
な
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
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まちづくりへの熱い思いを発表
阿蘇市地域づくり情報交換会

　阿蘇市地域づくり団体協議会の主催で 3 月
１７日、農村環境改善センターにおいて、「阿蘇
市地域づくり情報交換会」が開催され、地域づ
くりに関心のある多くの方の参加がありました。
　第 1 部では NPO 法人 ASO 田園空間博物館、
古神繁栄会、波野旬菜グループ、手野名水会、
内牧新町活性化福の会の 5 団体による地域づく
り活動の発表が行われました。その後、紙芝居
倶楽部による「阿蘇のおはなし」の公演をはさみ、
第 2部では情報交換会が行われました。
　情報交換会では地域づくり活動のあり方や活動
資金などについて活発な意見が交わされました。

　３月４日、西湯浦ふれあいプラザ北外輪園で、
西小園、西湯浦、湯浦、南宮原からなる、なべ
づる線地域の若者４８人で結成した「なべづる
大学」の環境学部主催で、プランターの花台の
製作があり、地域の公民館に設置されました。
　この取り組みは昨年から始めた、地域活性化
活動の一環で、なべづる線地域の若者の連携と、
『阿蘇の元気発信はなべづる線から』を合言葉に
実施されたものです。「年間多くの企業、中高生
が合宿でこの地域を気持ちよく走れるように」
との、熱い思いも込められています。

なべづる地区に美しい花々を！
なべづる地区に花プランター設置

和みフラワーロードに僕たちの標語が立ちます！

左から田中さん、加藤さん、宮本さん。左から田中さん、加藤さん、宮本さん。
※学年は３月時点※学年は３月時点
左から田中さん、加藤さん、宮本さん。
※学年は３月時点

　花の植栽活動に取り組む、波野の高柳和みの花みちの会（大塚國勝代表）では、子どもたちに自然や環境につ
いて考える機会を設けたいと、毎年、波野中学校の生徒に標語を募集し、優秀作品をフラワーロード内に建柱し
ています。今年は次の３人の作品が選ばれました。

「
最
近
、
地
下
水
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
、
水
を

大
切
に
し
、
守
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」　　

 　

宮
本
壮
一
朗
（
１
年
）

守
ろ
う
よ

　
　
　

き
れ
い
な
水
を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
下
水
を

「
自
然
か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
今
度
は
自
分
か
ら

自
然
に
お
返
し
が
し
た
く
て
思
い
つ
き
ま
し
た
」 　

加
藤　

翼
（
２
年
）

つ
な
げ
よ
う

　
　
　

自
然
と
僕
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
け
合
い

「
波
野
に
は
豊
な
自
然
が
多
く
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
考

え
ま
し
た
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
中　

光
（
３
年
）

守
ろ
う
よ

　
　
　
　

輝
く
自
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
切
に

※お詫びと訂正：３月号３０ページに掲載の「あその小雪」の記事の中で『生物化学科』と掲載しておりましたが、
　　　　　　　　正しくは、『生物科学科』です。お詫びして訂正します。広報 あそ 2012.0419
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市
民
の
皆
さ
ま
へ
、
大
事
な
お
知
ら
せ
や

制
度
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
各
担
当
課
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
「
災
害
・
避
難
情
報
」
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た

市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

㈱
及
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル

㈱
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
「
災
害

避
難
情
報
」（
以
下
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
）

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
災
害
・
避
難
情

報
な
ど
の
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
阿
蘇
市
内
に
滞
在
す
る

ａ
ｕ
及
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
緊
急
速
報
メ

ー
ル
対
応
携
帯
電
話
利
用
者
に
対
し
て
、

市
か
ら
の
災
害
・
避
難
情
報
な
ど
を
一
斉

に
携
帯
電
話
へ
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
提
供
す
る

緊
急
速
報
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、
本
市
で
は
昨
年
11
月
１
日

か
ら
配
信
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

●
総
務
課 

防
災
交
通
係　

☎
２
２
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
５
５
‐
３
１
１
１

ａ
ｕ
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
緊
急
速
報

メ
ー
ル
に
対
応
。
４
月
１
日
か
ら
サ

ー
ビ
ス
開
始
。

■配信情報
　阿蘇市が配信する災害・避難情報など
　※緊急地震速報（最大震度５弱以上と推定した地震の際に、強い揺れ
　　（震度４以上）の地域に配信）は気象庁から配信されます。
■緊急速報メールの特徴
　①月額使用料のほか通信料や情報料を含め一切無料で受信できます。
　②受信するための手続きや申し込みは必要ありません。
　③緊急速報メールが配信されると携帯電話の画面に配信内容が自動表
　　示され、専用着信音でお知らせします。
　④緊急速報メールは、メールアドレスを用いずに、配信エリア内のａ
　　ｕ及びソフトバンクの緊急速報メール対応携帯電話へ配信するサー
　　ビスのため、観光や仕事などで阿蘇市を訪れた方でも受信できます。
■受信設定
　 　緊急速報メールは、ａｕ及びソフトバンクの携帯電話（一部機種を
除く）に対応しています。購入時に緊急速報メールの受信設定が「受
信しない（ＯＦＦ）」に設定されている場合は、「受信する（ＯＮ）」
に設定変更をお願いします。
■その他
　 　受信可能な機種や設定方法は、最寄りのａｕ又はソフトバンク
ショップにお問い合わせいただくか、ａｕホームページ（http://
www.au.kddi.com/）又はソフトバンクホームページ（http://
mb.softbank.jp/）をご覧ください。

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払

交
付
金
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す

●
農
政
課 

農
村
整
備
係　

☎
２
２
‐
３
２
７
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

お
２
２
‐
３
２
７
４

平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま

で
の
５
年
間
、「
農
地・水・

環
境
保
全
向
上
対
策
」
が
実
施
さ

れ
、
集
落
に
よ
る
草
刈
り
作
業
や

水
路
の
泥
上
げ
作
業
、
植
栽
に
よ

る
景
観
形
成
な
ど
の「
共
同
活
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

の
５
年
間
に
お
い
て
も
、
地
域
ぐ

る
み
で
農
地
や
農
業
用
施
設
、
農

村
環
境
を
守
る
た
め
の
取
組
み
に

対
し
て
支
援
す
る
事
業
と
し
て
、

「
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付

金
」
が
始
ま
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
で
は
、
こ
れ
ま
で

地
域
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
共
同

こ
れ
ま
で
の
「
共
同
活
動
」
に

加
え
、
農
業
用
施
設
の
長
寿
命

化
の
取
り
組
み
も
支
援
対
象
に
。

活
動
」
に
加
え
、
農
業
用
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
取
組
み

に
つ
い
て
も
、「
向
上
活
動
」
と

し
て
支
援
が
さ
れ
る
仕
組
み
に
な

り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
地
域
の
ま

と
ま
り
」
を
活
か
し
、
積
極
的
に

事
業
へ
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
地

域
の
環
境
保
全
に
有
効
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
環
境
保
全
型
農
業
へ
の

支
援
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
た

「
営
農
活
動
支
援
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
農
政
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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平
成
24
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
が
決
定
し
ま
し
た

●
総
務
課 

秘
書
政
策
室
　

☎
２
２
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
５
‐
３
１
１
１

市
で
は
、
公
の
施
設
に
つ
い
て
、
民

間
団
体
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用

に
よ
る
住
民
サ

ビ
ス
の
向
上
等
を
目
的

と
し
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、下
表
の
と
お
り
、

28
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
を
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
利

用
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
へ
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、

４
月
か
ら
新
た
に
４
施
設
で
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
。

施設名 施設連絡先 指定管理者 指定期間
①一の宮町インフォメーションセンター

22-8181 ㈱まちづくり阿蘇一の宮 ３年間
②一の宮町中央駐車場
③古代の里キャンプ村 22-5100 ㈱まちづくり阿蘇一の宮 ３年間
④神楽苑 24-2331 ㈲神楽苑 ３年間
⑤なみの高原やすらぎ交流館

23-0555 ㈲神楽苑 ３年間
⑥森の体験交流施設
⑦農林水産物処理加工施設 22-1475 ㈲工房阿蘇ものがたり ５年間
⑧特産物直売センター 22-5512 阿蘇農業協同組合 ５年間
⑨農林畜産物直売・食材供給施設
　（四季彩いちのみや） 35-4155 阿蘇農業協同組合 ５年間

⑩農村環境改善センター 32-3334 ㈱ASOワークネット ３年間
⑪はな阿蘇美 23-6262 ㈱阿蘇アグリスクェア ５年間
⑫農畜産物処理加工施設 23-6265 ㈱阿蘇おふくろ工房 ３年間
⑬種馬鈴薯選別場 24-2870 阿蘇農業協同組合 ３年間
⑭高品質堆肥製造施設 32-2911 阿蘇農業協同組合 ３年間
⑮阿蘇体育館

32-4000 ㈱ASOワークネット ３年間⑯阿蘇体育館武道場
⑰阿蘇多目的広場
⑱阿蘇農村公園あぴか 32-5081 ㈱ASOワークネット ３年間
⑲温水プール・温泉施設（アゼリア２１）

22-5311 ㈱東京アスレティッククラブ ３年間
⑳交流促進センター
㉑就業改善センター

22-1097
㈱ASOワークネット ３年間

㉒一の宮体育館
㉓一の宮社会教育センターグラウンド
㉔一の宮運動公園 22-2917
㉕光ネットワーク施設 23-6009 ㈶阿蘇テレワークセンター ３年間
㉖ASO田園空間博物館総合案内所 35-5077 NPO法人ASO田園空間博物館 ３年間
㉗阿蘇内牧ファミリーパーク「あそ☆ビバ」

32-5011 ㈱ASOワークネット ３年間
㉘阿蘇中央公園

※ 指定管理者制度
を新規に導入す
る施設

▼指定管理者施設の１つ「アゼリア２１」。
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※

※

※

※



212212

5757

1111

110110

175175

阿蘇市役所

阿蘇中央高校

阿蘇中央高 阿蘇清峰校舎
農村公園あぴか

山田小学校

碧水小学校

阿蘇中央病院

はな阿蘇美

内牧支所

みやじいこいの村

あそ
うちのまき

阿蘇中学校

▲

▲ ●
●● ★ ★

★ ★
●

●

★
★
★

西町竹原

蔵原東黒川
坊中

南黒川

上西黒川

下西黒川

元黒川
北黒川

上役犬原
上役犬原

上役犬原

乙姫

広報 あそ 2012.04 22

新
生
阿
蘇
中
学
校
の
ス
ク

ル
バ
ス
路
線
が

決
定
し
ま
し
た

●
教
育
課 

学
務
２
係
　

☎
２
２
‐
３
２
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
５
‐
３
２
２
９

阿
蘇
中
学
校
と
阿
蘇
北
中
学
校
が
統

合
し
て
新
生
阿
蘇
中
学
校
が
４
月

１
日
に
開
校
し
ま
し
た
。

　

旧
阿
蘇
北
中
学
校
区
の
通
学
に
つ
い
て

は
、大
き
く
変
更
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

旧
阿
蘇
中
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
ス
ク

ル
バ
ス
通
学
と
な
り
下
図
の
と
お
り
ス
ク

ル
バ
ス
路
線
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

通
学
は
、
登
校
時
２
便
、
下
校
時
に
２

便
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
通
勤
時
間
帯
に
重

な
る
場
合
が
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
乗
り
降
り
の
た
め
行
政

区
ご
と
に
停
留
所
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

（
待
機
小
屋
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
乗
降
の
際

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
地
域
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
防
犯
に

こ
れ
ま
で
同
様
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

登
下
校
そ
れ
ぞ
れ
２
便
が
運
行
さ
れ

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
防
犯

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「新生阿蘇中学校」
スクールバス路線

番号　停留所マーク 停留名 場所
1 乙姫 内牧駅の駅舎に待機し、駅前で乗降
2 下西黒川 国道57号線沿いの下西黒川集落入口（にしけい付近）に待機し、乗降
3 上西黒川 公民館前に待機し、旧道路沿いで乗降
4 南黒川 阿南瓦屋さん前と消防団詰所前待機し、乗降
5 坊中 坊中公民館前付近で待機し、乗降
6 元黒川 道の駅の隣接する田園空間阿蘇の前で待機し、乗降
7 北黒川 嶋村たばこ屋さん前付近に待機し、乗降
8 東黒川 碧水小学校スクールバス車庫入口と南側正門付近で待機し、乗降
9 蔵原 旧道沿いにある西部観光さん(山部こんにゃく跡）付近で待機し、乗降
10 竹原 阿南オーダーマークさん付近で待機し、乗降
11 西町 公民館東側の旧道沿い（旧児童公園前）に待機し、乗降
12 上役犬原 役犬原郵便局付近に待機し、乗降
13 下役犬原 旧役犬原小学校入口付近で待機し、乗降
14 道尻 白石運輸さん前で待機し、乗降

《注意》停留所のマークは、登
校時の運行路線で変えていま
す。また、運行時間は、学校
行事や季節により変更します。

▲▲
▲▲
●●
●●
●●
●●
●●
★★
★★
★★
★★
★★
★★
★★
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ア
イ
デ
ア
で
　

地
域
を
つ
な
ぐ
　

ま
ち
づ
く
り

５
月
末
ま
で
「
ま
ち
づ
く
り
政
策
ア
イ
デ
ア
」
募
集
中
で
す

●
総
務
課 

秘
書
政
策
室
　

☎
２
２
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

５
５
‐
３
１
１
１

現
在
、
市
で
は
市
民
の
方
々
の
視
点

に
立

た
効
率
的
な
市
政
の
実
現

を
目
的
に
、
市
政
に
対
す
る
市
民
の
方
々

の
様
々
な
政
策
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
事
業

や
行
政
の
効
率
化
に
向
け
た
提
案
、
ま
ち

づ
く
り
や
経
済
の
活
性
化
、
定
住
化
に
つ

な
が
る
事
業
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
具
体
的
な
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

特
に
若
者
か
ら
の
新
鮮
な
ア
イ
デ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
ま

し

う
。

　

詳
し
く
は
、

総
務
課
秘
書
政

策
室
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

暮
ら
し
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
住
民
感

覚
に
溢
れ
た
政
策
ア
イ
デ
ア
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

事業のイメージ等は阿蘇市のホームページ（http://www.city.aso.kumamoto.jp）に掲載しております。

●   募集内容　公益性・公共性があり、次の⑴から⑷に該当する事業の具体的な企画提案を
募集します。但し、特定の地域や団体・個人の利益につながる事業、大規模な施設整備
や道路整備等のハード事業は除きます。（総事業費1,000万円以下）
　⑴市として新たに取り組むべき事業　
　　※類似事業として既に実施している事業、他の団体が取り組むべき事業は除きます。
　⑵行政事務事業の見直しに関する事業
　⑶経費節減に関する事業
　⑷その他まちづくりに関する事業
●募集期間　 。
● 応募方法　提案用紙にまちづくりに関するアイデアを具体的に記載して応募してくださ
い。（様式はホームページからダウンロードするか総務課秘書政策室まで連絡してくだ
さい。所定の内容を記載していただければ、様式は自由で構いませんが、事業内容、事
業費、住所、氏名、連絡先は必ず記入してください。）
●募集対象
　⑴市内に居住されている方、出身の方
　⑵市内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体
　⑶市内に存する事務所又は事業所に勤務されている方
　⑷市内に存する学校に在学されている方
● 採択の基準及び決定　公益性・有効性・実現性・的確性・協働性やコスト面、また、将
来的な財政負担などを考慮し、審査会で決定します。内容が曖昧なものは審査対象とな
らないこともありますので、予めご了承ください。
●応募先
　〒869-2695　阿蘇市一の宮町宮地５０４番地１
　阿蘇市役所 総務部 総務課 秘書政策室 　メール：opinion@city.aso.lg.jp



犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

●
市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係　

☎
２
２
‐
３
１
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

お
５
５
‐
３
１
３
５

■
犬
の
登
録

　

 

犬
の
所
有
者
の
方
は
生
後
91
日
以
上
の

犬
に
つ
い
て
は
法
律
に
よ
り
お
住
ま
い

の
市
町
村
へ
登
録
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。
登
録
は
生
涯
１
回
で
す
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射

　

 

法
律
で
毎
年
１
回
狂
犬
病
の
予
防
接
種

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
当
日
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
へ

・ 

近
所
以
外
の
実
施
場
所
で
も
注
射
は

受
け
ら
れ
ま
す
。
都
合
の
良
い

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・ 

獣
医
師
へ
直
接
依
頼
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

獣
医
師
の
注
射
済
証
明
書（
有

料
）
を
持
参
の
上
、
市

役
所
で
注
射
済
票
代

及
び
注
射
代
を
お
支

払
い
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

犬
へ
の
愛
情
と
責
任
を
！

５
月
20
日
〜
29
日
ま
で
各
地
区
を
巡

回
し
予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

い
ま
す
。

き
な
い
方
へ

所
で
も
注
射
は

合
の
良
い

さ
い
。

す
る
こ

た
だ
し
、

明
書（
有

市

（　登録し注射する犬　）
６，０００円

（ すでに登録済みの犬  ）
３，０００円

登録料 ３，０００円
注射代 ２，５００円

注射済票代 ５００円

料　金

期日 時間 実施場所 主な地区

５
月
20
日 

日

午
前

  9：00～10：00 坊中公民館 坊中
10：15～11：15 乙姫公民館 乙姫
11：25～11：45 口の森公民館 口の森

午
後

  1：00～  1：50 赤水公民館 赤水
  2：10～  3：00 内牧保育園横駐車場 内牧
  3：10～  3：30 内牧１区公民館 内牧１区

５
月
21
日 

月

午
前

  9：00～  9：20 道尻地域学習センター 道尻
  9：30～  9：50 下役犬原公民館 下役犬原
10：00～10：20 コミュニティーセンター 上役犬原
10：30～10：50 西町公民館 西町
11：00～11：20 竹原公民館 竹原
11：30～11：50 蔵原天神山（防火水槽前） 蔵原

午
後

  1：00～  1：20 黒川牧野組合事務所 東黒川
  1：30～  1：50 南黒川公民館 南黒川
  2：00～  2：30 ＪＡ阿蘇黒川支所北側倉庫 元黒川
  2：40～  3：00 北黒川公民館 北黒川
  3：10～  3：30 浜神社 上西黒川
  3：40～  4：00 下西黒川公民館 下西黒川

５
月
22
日 

火

午
前

  9：00～  9：20 狩尾１区公民館 狩尾１区
  9：30～10：00 狩尾２区公民館 狩尾２区
10：10～10：30 産神社 狩尾３区
10：40～11：20 お茶屋跡駐車場 的石
11：30～11：50 車帰公民館 車帰

午
後

  1：00～  1：20 跡ケ瀬コミュニティーセンター 跡ケ瀬
  1：30～  2：00 枳公民館 枳
  2：10～  2：40 永草公民館 永草
  2：50～  3：10 下谷公民館

乙姫
  3：20～  3：40 中谷公民館
  4：00～  4：20 阿蘇ﾊｲﾗﾝﾄﾞﾃﾆｽｸﾗﾌﾞﾊｳｽ北側駐車場 乙姫ﾍﾟﾝｼｮﾝ村

５
月
23
日 

水

午
前

  9：00～  9：20 下の原公民館 下の原・新村
  9：30～  9：50 小野田町公民館 小野田町

10：00～10：20 阿蘇市地域水田農業推進協議会
（旧ＪＡ阿蘇東部支所） 本村

10：30～10：50 鷲の石公民館 鷲の石
11：00～11：20 原の口公民館 原の口
11：30～11：50 山田公民館 山田

午
後

  1：00～  1：20 小倉公民館 小倉
  1：30～  1：50 西小倉公民館 西小倉
  2：00～  2：20 小池公民館 小池
  2：30～  2：50 宮の森公園 今町・黒流町
  3：00～  3：40 成川集会所 成川
  3：50～  4：10 黒川千丁公民館 黒川千丁
  4：20～  4：40 浜川公民館 浜川

期日 時間 実施場所 主な地区

５
月
24
日 

木

午
前

  9：00～  9：20 南宮原公民館 南宮原
  9：30～  9：50 湯浦公民館 湯浦
10：00～10：20 西湯浦公民館 西湯浦
10：30～10：50 西小園公民館 西小園
11：00～11：30 内牧５区公民館

内牧５区
11：40～12：00 下り山水源公園

午
後

  1：00～  1：20 折戸コミュニティーセンター 折戸
  1：30～  1：50 成瀬建設資材庫前 宇土
  2：40～  3：00 深葉集会所 深葉
  3：30～  3：50 茗ケ原 茗ケ原

５
月
25
日 

金

午
前

  9：30～  9：50 坂の上ﾊﾞｽ停南側 坂の上
10：00～10：20 スズラン公園 長畑
10：30～10：50 波野駅前広場 大道
11：00～11：20 滝水駅前 滝水
11：30～11：50 中江ふれあい館 中江

午
後

  1：00～  1：20 仁田水集会所 仁田水
  1：30～  1：40 山崎バス停 山崎
  2：00～  2：20 佐渡ケ迫バス停 中道
  2：30～  2：50 遊雀集会所 遊雀
  3：00～  3：20 横堀集会所 横堀
  3：30～  3：50 立塚集会所 立塚

５
月
27
日 
日

午
前

  9：00～  9：40 波野支所駐車場 楢木野
  9：50～10：10 赤仁田集会所 赤仁田
10：20～10：40 小園集会場 小園
10：50～11：10 小地野集会所 小地野
11：20～11：40 笹倉スクールバス停留所 笹倉

午
後

  1：00～  1：50 坂梨公民館 坂梨
  2：00～  2：50 一の宮社会教育センター

宮地
  3：00～  3：50 阿蘇市役所本庁駐車場

５
月
28
日 

月

午
前

  9：00～  9：30 坂梨古閑公民館
坂梨  9：40～10：00 馬場公民館

10：10～10：40 坂梨小学校前
10：50～11：20 分区公民館

宮地

11：30～11：50 西古神団地前公園

午
後

  1：00～  1：20 柿の木公民館
  1：30～  2：00 商工会駐車場
  2：10～  2：30 西三区公民館
  2：40～  3：00 阿蘇神社北側九電跡地
  3：10～  3：30 塩塚公民館 塩塚
  3：40～  4：00 下西河原公民館 中通

５
月
29
日 

火

午
前

  9：00～  9：20 原口公民館
中通  9：30～  9：50 中通公民館

10：00～10：20 片隅公民館
10：30～10：50 古城６区公民館

手野11：00～11：20 屋敷バス停横
11：30～11：50 古城５の１区公民館

午
後

  1：00～  1：20 北坂梨公民館

三野
  1：30～  1：50 古城２区公民館
  2：00～  2：20 阿蘇品消防倉庫前
  2：30～  2：50 ＪＡ古城支所跡
  3：20～  3：40 荻の草公民館

荻の草
  3：50～  4：10 第二荻の草橋

広報 あそ 2012.04 24
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市役所
本庁舎

一の宮
保健センター

来客者駐車場 11

消費生活センター

広報 あそ 2012.0425

市
営
住
宅
に
入
居
希
望
の
方
へ

入
居
ま
で
の
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
建
設
課 

公
営
住
宅
係
　

☎
２
２
‐
３
１
８
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
２
‐
３
１
８
７

現
在
、
阿
蘇
市
営
住
宅
の

入
居
申
込
み
と
入
居
決

定
は
、
以
下
の
手
順
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ま
ず
は
①
の
「
市
営
住
宅
入
居

申
込
」
を
行

て
く
だ
さ
い
。

　

公
平
を
期
す
た
め
、
入
居
申

込
み
を
し
て
い
る
方
た
ち
で
抽

選
会
を
実
施
し
ま
す
。

市営住宅
入居申込
市営
入居

・随時、申込みを受付しています。（本庁・支所）
・この申し込みをしていないと抽選会に参加することができません。

抽選会
開催通知
抽選
開催

・ 抽選会開催が決定されると入居申込みを行っている方へ抽選会の
案内を通知します。

抽選会
申込み
抽選
申込

・抽選に参加したい物件がある場合「抽選申込み」をしていただきます。
・希望物件がない場合は、手続は必要ありません。

資格審査
結果通知
資格
結果

・市営住宅入居者選考委員会で抽選申込みを行った方の資格審査を行います。
・結果については、通知を行います。

抽選会抽選 ・ 選考委員会で抽選会の参加資格が認められた方たちで、公開抽選
会を行います。

入居
決定
入
決 ・抽選会により入居者が決定されます。

市 営 住 宅 家 賃 の 未 納 者 対 策 ！

　平成23年度において、未納者対策として阿
蘇簡易裁判所にて法的措置を実施しています。
　今後も悪質な未納者に対しては、建物明渡訴
訟を含めた対応を実施していきます。
《平成23年度法的対応実績》
建物明渡訴訟1件、強制執行1件、即決和解3件

市政情報掲示板

阿
蘇
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

を

開
設
し
ま
し
た

阿
蘇
市
消
費
生
活
相
談
室
が
、
市

役
所
東
側
に
移
転
し
、
４
月
か

ら
「
阿
蘇
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

」
と

し
て
、
ス
タ

ト
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ

で
は
、
多
重
債
務
、
悪

質
商
法
、
架
空
請
求
な
ど
の
ほ
か
、
商

品
や
サ

ビ
ス
の
取
引
、
安
全
性
や
品

質
・
機
能
な
ど
、
様
々
な
消
費
ト
ラ
ブ

ル
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

困

た
と
思

た
ら
ま
ず
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●開所日　
　 月曜日から金曜日まで (ただし、祝祭日及
び 12月 29日～翌年 1月 3日を除く )

●相談受付時間（来所・電話相談）　
　 9 時 00分～ 16時 00分まで（ただし、
12時～ 13時までは除く）

●電話番号　
　２２‐３３６４

《利用案内》

《位置図》



保
険
料
率
改
定
と
軽
減
措
置

●平成２４・２５年度の保険料率が決定しました

後
期
高
齢
者
医
療
①

熊本県後期高齢者医療広域連合では２年ごとの保険料率の見直しにより、次のとおりに
決定しました。

均等割額
47,900円 ＋ 所得割額

（総所得金額等－33万円）
× 所得割率

9.26% ＝ 保険料
（年額）

※保険料の上限額が年額50万円から55万円へ変更となりました。

●平成２４年度も保険料軽減は継続します

所得が低い方や被用者保険加入者（※）に扶養されていた方の保険料は、継続して軽減
されます。　※・・・被用者保険とは、協会けんぽ、健保組合、共済組合などです。

条件
【世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等】

軽減率
【保険料均等割額】

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控
除額をそれぞれ 80万円として計算したうえで所得が 0円となる場合

「基礎控除額（33万円）」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」＋「24.5 万円×世帯の被保険者数（被保険者
である世帯主を除く）」を超えない世帯

「基礎控除額（33万円）」＋「35万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯

９割

８.５割

５割

２割

▶保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減

*総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

広報 あそ 2012.04 26

条件
【被保険者の総所得金額等】

軽減率
【保険料所得割額】

「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方

▶保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減

５割

▶被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減
被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料が軽減されます。特別措置として、当
分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

お
支
払
い
方
法

後
期
高
齢
者
医
療
②

保
険
料
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
又
は
普

通
徴
収
（
納
付
書
又
は
口
座
振
替
）
に
よ
り
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
保
険
料
の
お

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼ 

特
別
徴
収
の
方　

４
月
か
ら
年
金
天
引
き
に
よ

り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
※

 

申
し
出
に
よ
り
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼ 

普
通
徴
収
の
方　

７
月
か
ら
納
付
書
又
は
口
座
振
替

に
よ
り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
普
通
徴
収
の
方
（
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円
未

満
の
方
を
除
く
）
で
、
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
10
月
１

日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
４
月

か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

 

平
成
23
年
10
月
２
日
〜
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
ら
れ
た
方
は
、７
〜
９
月
は
普
通
徴
収
と
な
り
、

10
月
以
降
は
特
別
徴
収
に
よ
り
保
険
料
を
お
支
払
い
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
条
件
に
よ
り
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
場
合
あ
り
。

▼ 

保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
よ
り
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
保

険
料
を
口
座
振
替
で
の
納
付
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼ 

過
去
に
遡
っ
て
所
得
が
変
更
と
な
る
場
合
、
過
去
の

保
険
料
や
一
部
負
担
金
の
額
が
変
更
と
な
り
、
差
額

分
の
納
付
書
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市政情報掲示板
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あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

鍼
き
ゅ
う
等
施
設

利
用
券
（
千
円
助
成
）

後
期
高
齢
者
医
療
③

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
お

持
ち
の
方
は
年
間
（
４
月
か
ら
３

月
ま
で
の
間
）
10
枚
（
１
回
の
申
請
で
５

枚
ま
で
）
の
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

１
回
の
施
術
で
１
枚
提
出
し
て
い
た
だ

く
と
千
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。　

　

必
要
な
方
は
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持
参

の
上
、
市
役
所
又
は
各
支
所
に
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
交
付
枚

数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼ 

施
設
利
用
券
は
本
人
以
外
利
用
で
き
ま

せ
ん
（
家
族
で
あ
っ
て
も
券
を
譲
渡
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼ 

利
用
で
き
る
施
設
は
阿
蘇
市
が
指
定
し

て
い
る
市
内
17

の
施
設
で
す
。

（
詳
し
く
は
お

尋
ね
下
さ
い
）

外
来
窓
口
で
の
支
払
い
が

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に

国
保
①
・
後
期
高
齢
者
医
療
④

外
来
診
療
費
が
高
額
に
な
る
『
国
保
の
70
歳

未
満
の
方
、
70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯
の

方
』
及
び
『
後
期
高
齢
者
医
療
の
非
課
税
世
帯
の

方
』
は
、
４
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
自
己
負
担
限
度
額
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
及
び
「
被
保
険
者
証
」
を
提
示

す
れ
ば
、
保
険
診
療
分
の
限
度
額
を
超
え
る
分
を

支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

お
持
ち
で
な
い
方
は
左
記
ま
で
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
申
請
先

▼
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
・
・
・

　

 

本
庁
健
康
福
祉
課 

国
民
健
康
保
険
係
、
各
支

所
市
民
係

▼
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
・
・
・

　

 

本
庁
高
齢
者
支
援
課 

高
齢
者
医
療
係
、
各
支

所
市
民
係

●
そ
の
他

▼ 

平
成
24
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付
さ
れ
た｢

限

度
額
適
用
認
定
証｣

｢

限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証｣

は
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限

ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た
！

国
保
②

平
成
23
年
度
第
10
期
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
を
全
て
納
付
い
た

だ
い
た
世
帯
に
は
、
３
月
末
に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
郵

送
し
て
い
ま
す
。
３
月
以
降
に
完
納
い
た
だ
い
た
世
帯
は
、
納
付
の
確
認

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
書
を
持
っ
て
窓
口
に
来

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
即
時
交
付
い
た
し
ま
す
。

ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同じ有効成分、同等
の効果を持ち、厚生労働省が承認した医薬品です。

▶ なぜ安いの？　先発医薬品（新薬）の特許が切れてから作られ
た薬なので開発コストを安く抑えることができています。
▶ 安全なの？　さまざまな品質や安全性についてしっかりとした
検査が行われています。ただし、新薬とまったくおなじ成分と
いうわけではありません。
▶ ジェネリック医薬品を使うにはどうしたらいいの？　
　 ジェネリック医薬品を利用するには医師の処方せんが必要で
す。まずはかかりつけの医師や薬局の薬剤師に相談して下さい。

すべての薬をジェネリック医薬品にかえることはできません。
ジェネリック医薬品として対応していない場合や、医療機関や薬
局に在庫が無い場合、医師の判断により先発医薬品からジェネリ
ック医薬品に変更できない場合があります。

ジェネリック医薬品の利用をおすすめしますジェネリック医薬品の利用をおすすめします

《お問い合わせ》
後期高齢者医療について・・・・高齢者支援課 高齢者医療係　☎２２‐３１４５　お５６‐３１４５
国民健康保険について・・・・・健康福祉課 国民健康保険係　☎２２‐３１６７　お５７‐３１６７
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安
心
を　

毎
年
か
く
に
ん　

健
康
診
断

各
種
健
診
希
望
調
査
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
２
‐
５
０
８
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
５
５
‐
５
０
８
８

提
出
が
な
い
と
、
事
前
に
問
診
票
や

採
尿
容
器
等
が
ご
自
宅
に
届
か
な

い
の
で
、
必
ず
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
受
診
さ
れ
な
い
方
も
調
査
書
に

受
診
さ
れ
な
い
理
由
を
記
入
の
上
、
ご
返

送
（
提
出
）
く
だ
さ
い
。

＊ 

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
、大
腸
が
ん
検
診
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
検
診
は
、
年
齢
に
よ
り
無
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
各
ご
家
庭
へ
郵
送

し
ま
す
お
知
ら
せ
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
下
旬
に
今
年
度
の
健
診
受
診
の

た
め
の
『
各
種
健
診
希
望
調
査
書
』

を
お
送
り
し
ま
す
。

提
出
締
切　

４
月
27
日
金
ま
で

特 Vol.1

【一の宮保健センター】☎２２‐５０８８　お５５‐５０８８

み
な
さ
ん
が
一
度
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
る「
特
定
健
診
」。「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
と
は
、

一
般
的
に
「
メ
タ
ボ
健
診
」
と
言
わ

れ
る
も
の
で
、
40
〜
74
歳
ま
で
の
人

を
対
象
と
し
た
健
康
診
断
・
保
健
指

導
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
特
定
健
診
は
、
社
会
保
険
や

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
者

に
制
度
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
目
的
は
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
症
候
群
の
該
当
者
や
予
備
群
を

見
つ
け
出
し
、
特
定
保
健
指
導
と
し

て
動
脈
硬
化
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
の

生
活
改
善
を
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
阿
蘇
市
特
定
健
診

受
診
者
の
う
ち
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
及
び
そ
の
予
備
群
に
該
当
し
た

方
は
、
28
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の

該
当
者
の
中
で
、
保
健
指
導
対
象
者

に
該
当
し
た
人
は
14
％
で
し
た
。
こ

の
方
々
は
、
特
定
健
診
を
受
け
た
こ

と
で
自
覚
症
状
が
な
い
段
階
で
の
動

脈
硬
化
の
進
行
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
、特
定
健
診
で
は「
受

診
率
」
も
注
目
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、

各
医
療
保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
受
診
率
が
目
標
に
達
成

し
な
か
っ
た
場
合
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

課
せ
ら
れ
、
最
終
的
に
は
各
保
険
の

加
入
者
が
支
払
う
保
険
料
（
税
）
の

増
額
＝
利
用
者
の
負
担
増
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
厚
生
省
か
ら
の
具
体

的
な
受
診
率
の
目
標
値
・
ペ
ナ
ル
テ

ィ
の
率
な
ど
は
提
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
平
成
24
年
度
に
阿
蘇
市
国
民

健
康
保
険
の
特
定
健
診
受
診
率
・
特

定
保
健
指
導
率
が
目
標
に
達
成
し
な

い
場
合
、
平
成
27
年
度
に
皆
さ
ん
が

負
担
す
る
保
険
料
（
税
）
が
上
が
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
確
認
は
も
ち
ろ

ん
、
保
険
料
（
税
）
の
増
額
を
防
ぐ

た
め
に
も
、
年
に
１
度
は
特
定
健
診

を
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

阿
蘇
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方

は
、
住
民
健
診
お
よ
び
阿
蘇
市
内
の

各
医
療
機
関
で
特
定
健
診
を
受
診
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
い
日
程・

受
診
方
法
等
は
７
月
頃
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

社
会
保
険
な
ど
阿
蘇
市
国
民
健
康

保
険
以
外
の
方
は
、
ご
加
入
の
保
険

者
に
受
診
時
期
・
受
診
方
法
を
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

★
次
回
は
、
内
臓
脂
肪
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
）
と
健
診
結
果
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま
す
！

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0 平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

目標数値 ５０％右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
が
ん
検
診
の
受
診
率

の
目
標
は
ま
ず
50
％
で
す
。
が
ん
の
早
期
発

見
・
治
療
の
た
め
、
阿
蘇
市

民
の
方
で
あ
れ
ば
、
保
険
の

種
類
に
関
係
な
く
、
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
が
ん
検
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
！

▶
希
望
調
査
書

定 健 診 が 教 え て く れ る こ とが 教 え て く れ る こ と
ペ ナ ル テ ィ 制 度 を ご 存 知 で す か ？

『
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度
』
と
は
？
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ ソコンから　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/

携 帯電話から　http://www.city.aso.
kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶ https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶ https://www.aso-anzen.jp/
app-frontmb/(携帯電話)

熊本県統合型防災情報システム
　 http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

・・・お知らせ端末の電話番号
　　　　市内局番＋下４ケタ(同番号)

人の動き（H24.2 .29現在)

人口 28,495 人 (前月から21 人　)
男 13,446 人 (前月から13人　)
女 15,049 人 (前月から  8人　)
世帯数 11,065 戸 (前月から  5戸　)

本庁(総務課)        ☎22-3111 55・56
内牧支所　　　 ☎32-1111 55～58
波野支所 ☎24-2001 24
（水道分室)   ☎24-2003 24
財政課 ☎22-3204
企画振興課　 ☎22-3169
情報課　　　 ☎22-3253 55
税務課　　　　 ☎22-3148 55・56
（地籍調査係） ☎22-3264
市民環境課　　 ☎22-3135 55
人権啓発課　　 ☎22-3206
健康福祉課(福祉事務所) ☎22-3167 55～57
保健センター ☎22-5088 55・56
高齢者支援課　 ☎22-3145 55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
商工観光課　　 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
下水道課　　　 ☎32-3200 32・55
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
水道課 ☎22-3196
教育課　　　　 ☎22-3229 55
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239鯉

の
ぼ
り
は
電
線
に
触
れ
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

お
子
さ
ま
の
健
や
か
な
成
長
を
願

う
鯉
の
ぼ
り
は
、
大
空
に
雄
々
し
く

泳
が
せ
た
い
も
の
で
す
。

　

鯉
の
ぼ
り
の
設
置
の
際
は
、
次
の

よ
う
な
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

鯉
の
ぼ
り
は
、
電
線
か
ら
十
分
に

離
れ
た
と
こ
ろ
に
立
て
て
く
だ
さ

い
。

▼  

鯉
の
ぼ
り
の
ポ

ル
を
立
て
る
と

き
、
倒
す
と
き
は
、
電
線
に
触
れ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

万
一
、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
に
か
か

た
場
合
は
、
自
分
で
取
ら
ず
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 
問
い
合
わ
せ
　

　

九
州
電
力
㈱
大
津
営
業
所
　

　

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
６
０
２

お
　

知
　

ら
　

せ

職
業
興
味
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す

　

県
で
は
、
職
業
選
択
の
相
談
を
希

望
す
る
再
就
職
活
動
中
の
方
を
対
象

に
、職
業
興
味
検
査
を
行

て
い
ま
す
。

● 

検
査
内
容
等
　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味

検
査
を
実
施
。
１
６
０
の
職
業
に

つ
い
て
、
興
味
や
関
心
の
有
無
を

回
答
。
カ
ウ
ン
セ
ラ

が
結
果
説

明
と
助
言
を
行
う
。

● 

実
施
場
所
　

く
ま
も
と
県
民
交
流

館
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８
‐

９
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と
ビ
ル
９
階
）

● 

そ
の
他
　

費
用
は
無
料
。
事
前
予

約
が
必
要
。
所
要
時
間
は
１
時
間

程
度
。
実
施
日
時
は
予
約
時
に
ご

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危

害
防
止
に
つ
い
て

　

カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花
期
防
除
に
あ

た

て
は
、
ミ
ツ
バ
チ
に
農
薬
散
布

に
よ
る
危
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
近

く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除

計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
農
薬
散
布
に
あ
た

て

は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か

ら
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し

う
。

●
問
い
合
わ
せ
　

熊
本
県
農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
３
８
１

相
談
く
だ
さ
い
。

● 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
　

就
業
支
援

相
談
窓
口
　

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４

※ 
月
１
回
程
度
の
休
館
日
を
除
き
、

土
日
祝
日
も
ご
予
約
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。（
９
時

19
時
）

応
募
書
類
の
書
き
方
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
！

　

県
で
は
、
就
職
に
必
要
な
応
募
書

類
（
履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
、
添
え

状
）
の
書
き
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
ま
す
。

● 

時
間
　

午
前
10
時

午
後
６
時

（
月
１
回
程
度
の
休
館
日
を
除
く

毎
日
）
※
平
日
は
混
み
合
う
こ
と

も
あ
る
た
め
土
日
祝
日
の
ご
利
用

を
お
勧
め
し
ま
す
。

● 

場
所
　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

● 

電
話
　

０
９
６
‐
３
５
５
‐
２
２
２
４

●
相
談
方
法
　

来
所
（
予
約
不
要
）

● 

持
参
物
　

応
募
書
類
の
下
書
き
、

筆
記
用
具
、（
あ
れ
ば
）
応
募
先

の
求
人
票

※ 

相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
。



地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
機
関
の
一
般
公
募

　

市
で
は
行
政
改
革
の
一
つ
と
し
、

阿
蘇
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

平
成
25
年
度
よ
り
民
営
化
し
ま
す
。

●
民
営
化
の
時
期　
　

　

平
成
25
年
４
月
１
日

● 

移
管
先
法
人　

阿
蘇
市
内
に
法
人

本
部
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人

●
業
務
地
域　

阿
蘇
市
全
域

●
募
集
及
び
問
合
せ
期
間　
　
　

　

４
月
９
日
月
〜
５
月
10
日
木

●
募
集
要
綱　

　

阿
蘇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載　

●
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
課

　

☎
２
２
‐
３
１
４
５

募
集
・
試
験

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

日
曜
日
労
働
相
談
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相

談

　

県
で
は
、

特
定
テ
ー
マ

ご
と
の
日
曜

日
労
働
相
談

を
実
施
し
ま

す
。
来
所
ま

た
は
電
話
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

５
月
13
日
日　

未
払
い
賃
金
（
未

払
い
残
業
代
）
に
つ
い
て

く ら し の 情 報

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
家
族
・
関
係

機
関
の
方
々
に
対
し
て
の
就
業
及
び

そ
れ
に
伴
う
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用

さ
れ
る
・
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の

方
の
支
援
相
談
も
行
い
ま
す
。

●
対
象
者

① 

障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
家
族
・

関
係
機
関
の
方
々

② 

障
が
い
の
あ
る
方
を
雇
用
さ
れ

る
・
雇
用
さ
れ
て
い
る
事
業
所
の

方
々

●
相
談
内
容

① 

就
業
及
び
そ
れ
に
伴
う
生
活
支
援

②
事
業
所
に
対
し
て
の
支
援
制
度
な
ど

● 

相
談
日　

４
月
17
日
火
〜
平
成
25

年
３
月
19
日
火
ま
で
の
毎
月
第
３

火
曜
日
（
計
12
回
）

● 

相
談
時
間　

午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
（
２
時
間
）

●
相
談
場
所　

阿
蘇
市
役
所　

２
階

　

 

会
議
室
（
都
合
に
よ
り
会
場
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

● 

問
い
合
わ
せ　

熊
本
県
北
部
障
害

者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー　

「
が
ま
だ
す
」

　

☎
０
９
６
８
‐
２
５
‐
１
８
９
９

障
が
い
者
巡
回
相
談

　

５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
憲
法

週
間
の
記
念
行
事
と
し
て
、
左
記
の

日
程
で
無
料
手
続
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
と
き　

５
月
７
日
月

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

 

　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
阿
蘇
支
部

●
相
談
担
当
者　

裁
判
所
職
員
等

● 

相
談
内
容　

民
事
一
般
（
売
買
、

貸
し
借
り
、
賃
貸
借
、
雇
用
、
交

通
事
故
等
）・
家
事
（
夫
婦
関
係
、

親
子
関
係
、
遺
産
分
割
等
）・
人

権
問
題
・
多
重
債
務
・
そ
の
他

● 

問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
阿
蘇
支
部

　

☎
２
２
‐
０
０
６
３

無
料
手
続
相
談
会

▼ 

６
月
10
日
日　

解
雇
、退
職
勧
奨
・

退
職
、
退
職
金
に
つ
い
て

●
相
談
時
間　

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア　

　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
‐
３
５
２
‐
３
６
１
３

※ 

テ
ー
マ
以
外
の
ご
相
談
も
お
受
け

し
ま
す
。

阿蘇地域 の休 日・夜間 の救 急医療 は
輪 番 制 に よ り 対 応 し て い ま す
内科又は外科のいずれかを毎日３病院が担当して
いますので、当日の診療科目については、事前に
それぞれの病院にお尋ねください。

病院名 住所 電話番号 科目
阿蘇中央病院 阿蘇市黒川1178 34-0311 内科・外科
小国公立病院 阿蘇郡小国町宮原1743 46-3111 内科・外科
阿蘇温泉病院 阿蘇市内牧1153-1 32-0881 内科
阿蘇立野病院 阿蘇郡南阿蘇村立野185-1 68-0111 外科

４００ｍｌ献血にご協力ください４００ｍｌ献血にご協力ください４００ｍｌ献血にご協力ください
●とき　４月１８日水
　　　　9:30～12:00/13:00～16:00
●ところ　阿蘇市役所
●主催　熊本県自動車整備組合阿蘇支部青年部
※ 400ｍｌ献血は18歳以上69歳以下までで
きます。（ただし、65歳以上69歳未満の
方は、60歳から64歳までに献血をされた
経験のある方に限ります。）
●問い合わせ　健康福祉課　☎22-3167
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●平成 24年４月１日全面施行
　この条例は、障がいのある人に対する県民の
皆さんの理解を深め、障がいのある人の権利を
擁護するための施策を推進することを目的とし
たもので、障がいのある人の権利擁護や差別禁
止に関する条例としては、全国の都道府県で４
番目の施行となっています。
　障がいのある方が差別を受けたり、暮らしに
くさを感じたりしないよう、皆さんで共に支え
合い、助け合う地域社会を築いていきましょう。
●条例の４つのポイント
　この条例の特徴として以下の４点があります。
① 県民の障がいのある人に対する不利益取扱い
の防止を図るため、何が不利益取扱いにあた
るかの「ものさし」を示したこと。

② 社会的障壁の除去のための「合理的配慮」を
求める規定を設けたこと。

③ 不利益取扱い、合理的配慮又は虐待に関する
地域相談員や広域専門相談員の配置による
「相談体制」、不利益取扱いに関する「個別事
案解決の仕組み」を設けたこと。

④ 障がいのある人に対する県民の理解を深める
ための啓発活動の推進、障がいのある人とな
い人の交流の機会の提供等の措置を講ずる規
定を設けたこと。

●問い合わせ
　熊本県健康福祉部子ども・障がい福祉局　
　障がい者支援課　
　☎０９６―３３３－２２３６（直通）

障害のある人もない人も共に生きる
熊 本 づ く り 条 例 が 全 面 施 行

　

平
成
24
年
度
一
の
宮
町
土
地
改
良

区
職
員
採
用
試
験
を
次
の
要
項
で
実

施
し
ま
す
。

●
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

　

一
般
事
務　

１
人

●
試
験
内
容　

高
等
学
校
卒
以
上

●
受
験
資
格

① 

平
成
５
年
４
月
２
日(

18
歳)

か

ら
昭
和
60
年
４
月
１
日(

26
歳
）

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

②
阿
蘇
市
一
の
宮
町
に
在
住
で
き
る
者

③
Ｏ
Ａ
機
器
使
用
可
能
な
者

●
試
験
日
時　

５
月
13
日
日

　

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

　

試
験
開
始
時
間　

午
前
９
時
〜

一
の
宮
町
土
地
改
良
区

職
員
採
用
試
験

●
試
験
会
場　

阿
蘇
農
業
協
同
組
合

　

一
の
宮
中
央
支
所
（
大
会
議
室
）

● 

受
付
期
間　

　

４
月
10
日
火
〜
４
月
26
日
木

● 

受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

● 

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

一
の
宮
町
土
地
改
良
区　

事
務
局

　

☎
２
２
‐
４
０
８
１

春 の 全 国 交 通 安 全 運 動 ４月６日～１５日

【重点項目】
①自転車の安全利用の推進
② 全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
③飲酒運転の根絶

※ 阿蘇市においても、期間中は街頭指導やお知らせ端末での
啓発を行い、交通事故防止を図ります。

＜問い合わせ先＞
総務課防災交通係　☎２２－３１１１　お５５－３１１１
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～阿蘇市青少年健全育成市民会議のお知らせ～
愛 称 募 集

　市民会議は、青少年の非行や問題行動の防止だけ
でなく、子ども・若者をより逞しく健全に育てる青
少年育成運動を進める組織です。
　阿蘇市民により親しまれる愛称を募集します。
【応募規定】
○応募方法　⑴愛称　⑵愛称の意味、理由
　⑶氏名（ふりがな）⑷学校名・学年　⑸住所
○用紙　はがき　またはＡ４以内の用紙
○応募資格　市内在住の方、市内の学校に在籍する
　　　　　　児童・生徒
○応募締切　４月３０日月
○表彰　入賞者には記念品、賞状を贈呈します。
　　　　※５月下旬の総会時に表彰を予定しています。
○応募先　〒869-2301　阿蘇市内牧267-7　　
　阿蘇公民館内　阿蘇市青少年健全育成市民会議

青少年育成推進員募集

　青少年育成推進員は各校区において、青少年健全
育成運動のリーダーとして活動していただくことを
役割としています。子ども・若者を取り巻く今日的
な課題に積極的に参加していただく方を募集します。
○活動内容
　①子ども・若者の安全な生活の確保（防災・防犯活動）
　②健康で元気な青少年を育てる活動（あいさつ運動等）
　③社会環境浄化運動
　④その他、校区において取り組む活動
※詳しくは下記までお問い合わせください。

【 問 い 合 わ せ 】 阿蘇市青少年健全育成市民会議　☎０８０-１７７０-１８８８

み
ん
な
の
広
場

お
お
あ
そ
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

２
０
１
２
年
度
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
募
集

●
対
象　

新
年
長
さ
ん
〜
新
６
年
生

●
練
習
会
場　

古
城
小
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
（
雨
天
時
同
校
体
育
館
）

●
練
習
日
時　

　

園
児
さ
ん
ク
ラ
ス
（
木
曜
）　

午
後
７
時
〜
８
時

　
小
学
生
ク
ラ
ス
（
火
・
木
曜
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
〜
６
年
生
は
９
時
ま
で
）

※ 

体
験
練
習
参
加
、
随
時
Ｏ
Ｋ
で
す
。
運
動
し
や
す

い
服
装
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

園
児
さ
ん
ク
ラ
ス
（
塚
本
）

☎
０
９
０
‐
５
７
２
３
‐
８
１
９
８

　

小
学
生
ク
ラ
ス
（
村
上
）

☎
０
９
０
‐
１
８
７
６
‐
７
３
６
９

阿
蘇
ヤ
ン
グ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

部
員
募
集
！

　

こ
ん
に
ち
は
！
阿
蘇
ヤ
ン
グ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
女
の
子
、

体
力
づ
く
り
を
し
た
い
女
の
子
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
か
ら
、

ま
た
、
体
力
造
り
か
ら
個
人
個
人
に
合
っ
た
指
導
を

し
て
い
き
ま
す
。ま
ず
は
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

週
３
回
（
火
・
金
・
土
）
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

週
１
回
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
、
参
加
は
無
料
で
す
。
見
に

来
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

●
お
問
い
合
わ
せ　

江
藤
裕
治

　

☎
０
９
０
‐
２
５
８
８
‐
７
０
４
４

▲ホームページ
　QRコード
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自 衛 隊 一 般 幹 部 候 補 生 採 用 試 験自 衛 隊 一 般 幹 部 候 補 生 採 用 試 験
　一般幹部候補生とは、大学の文系および理工系から進む通常の幹部候補生コースで、海上・航空自
衛隊の飛行要員及び陸上・航空の技術要員が含まれます。
　幹部自衛官の養成機関である「陸上・海上・航空各自衛隊幹部候補生学校」
での生活から幹部候補生の教育が始まり、初級幹部としての必要な知識と技
能を学びながら、幹部としての資質を養っていきます。
　教育期間は約１年間で、防衛基礎学、戦術、戦史、戦技訓練、体育、服務、
防衛教養、実技などの科目があり、陸上・海上・航空の特色を生かした教育
が行われます。

職種 募集人員 応募資格 受付期限 試験日 試験会場

陸上
（男子）約１４５名
（女子）　約１０名 ２０歳以上

２６歳未満
(平成 25年
4月 1日現在 )
（22歳未満の
者は大卒

（見込含む））

４月２７日金
(締切日必着)

（１次）
５月１２日土・１３日日
※１３日日は飛行要員のみ
（２次）
６月１２日火～１５日金

熊本市海上

（男子）　約７０名
（女子）　約１０名
（技術幹部候補生）
　　　　　約２０名

航空
（男子）　約６５名
（女子）　　約５名

○試験概要

＜問い合わせ先＞　自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　☎２２－４５７５

　

遠
足
や
運
動
会
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
が
多
い
季

節
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
気
温
が

高
く
な
る
と
食
中
毒

が
起
こ
り
や
す
く
な

り
ま
す
。
楽
し
い
思

い
出
を
台
無
し
に
し
な
い
よ
う
食
品
の
衛
生
的

な
取
扱
い
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
お
弁
当
を
作
る
場
合

・
お
弁
当
は
必
ず
当
日
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

・ 

作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
よ
く
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。

・ 

お
か
ず
な
ど
、
食
品
に
は
し
っ
か
り
熱
を
通

し
、
十
分
に
冷
や
し
て
か
ら
詰
め
ま
し
ょ
う
。

・ 

お
弁
当
は
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
、
早
め

に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
食
べ
残
し
は
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
場
合

・  

牛
肉
に
はO

‐
１
５
７
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
な

ど
の
食
中
毒
菌
が
付
着
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

・
生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

肉
は
、
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ

ま
し
ょ
う
。

・ 「
生
肉
を
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
焼
け
た
肉

を
食
べ
る
と
き
の
箸
」
は
区
別
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】　

阿
蘇
保
健
所　

衛
生
環
境
課

　

☎
３
２
‐
０
５
３
５

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
食
中
毒
に
注
意
！

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
は
食
中
毒
に
注
意
！



　

阿
蘇
市
内
に
は
、
陶
な
ど
工
芸
の

つ
く
り
手
が
数
多
く
在
住
し
て
い
ま

す
。
各
々
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
度
、
地
元
で
つ
く
る
工
芸
の
魅
力

を
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ

う
と
、
一
同
に
集
ま
り
工
芸
展
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
五
月
の
連

休
に
、
内
牧
で
街
中
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

開
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
１
日
火
〜
５
月
５
日
土

　

午
前
10
時
か
ら
日
没
後
し
ば
ら
く

●
と
こ
ろ　

イ
タ
ヤ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
内
牧
１
０
４
番
地　

日
本

生
命
前
）

※ 

期
間
中
は
抹
茶
・
コ
ー
ヒ
ー

　

等
の
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

☎
３
２
‐
４
４
０
３

　
　
（
冨
田
）

２
０
１
２

阿
蘇
で
創
る
工
芸
展
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A S O 田 園 空 間 博 物 館 の イ ベ ン ト

阿蘇市をさるこう！阿蘇市をさるこう！
●第１１７回「西巌殿寺の火渡りと麓坊中探検！～プチ食べ歩き～」

　１年に１度開催される西巌殿寺の火渡りを
体験してみませんか？？坊中さんさく隊の案
内で黒川地区を散策し、西巌殿寺で行われる
火渡りを体験をします。昼食は、西巌殿寺で
振る舞われる郷土料理をいただきます。
　午後からは東黒川の散策をし、地元の商店
にも立ち寄り、お漬物や甘いスイーツのプチ
食べ歩きをします。

●第１１８回「食べて、歩いて阿蘇を満喫！！～そば打ち体験と中岳火口・草千里ジオツアー～」

●とき　４月１３日金　10：00～ 15：30
●集合　ASO田園空間博物館総合案内所
　　　　9：50（出発　10：00）
●ところ　阿蘇市黒川地区（坊中・東黒川） 
●参加費　一般1,500円／会員1,000円／小人（小学生まで）
　　　　　 700円（体験・昼食・保険代込）※３歳以下無料
●定員　３０名（定員になり次第締め切ります）

　そば打ち体験と中岳火口・草千里ジオツア
ーを開催します。阿蘇の大自然に触れながら、
そば打ち体験を行い昼食に自分で打ったそば
をいただきます。ジオツアーでは、火山博物
館の案内で、火口や草千里をウォーキングし
ます。

●とき　４月２１日土　9：00～ 14：30
●集合　ASO田園空間博物館総合案内所
　　　　（道の駅「阿蘇」）　8：50（出発　9：00）
●ところ　阿蘇市草千里周辺　●持参物　三角巾　
●参加費　一般2,500円／会員2,000円／小人（小学生まで）
　　　　　700円（体験・昼食・保険代込）※３歳以下無料
●定員　５０名（定員になり次第締め切ります）

【申込み・問い合わせ先】
ASO田園空間博物館総合案内所　☎３５－５０７７

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

【出展者】
木　橋口靖（あそ工房）
ス テンドグラス　中野由美
（Ｍｅｉ工房）
竹　三城賢士
鉄　白石康二（鉄工房すばる）
陶 　石田裕哉（滝室窯）、岸 
勇太（陶房 楽）、戸田 勲
（青々窯）、冨田英子（如月
窯）、中村しづ子（工房花）、
山下智穂（桜こころ窯）

写真　馬場今朝光
花　牛島敦子（草心流）

あそ☆ビバ

●
日本生命



第７回阿蘇市民チャリティーゴルフ大会

広報 あそ 2012.0435

く ら し の 情 報

行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は2月17日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

４月

22日 ：阿蘇市民チャリティーゴルフ大会

21日 ：阿蘇マグラーズサッカー大会（～22日）
27

４月

５月
  4日 

  3日 ：全国優秀校選抜剣道錬成大会
　　　　  （～6日）

５月

４月
九州産業大学付属九州高等学校オ
リエンテーション(～13日)

14日 ：信愛女学院高校オリエンテーション
15日 ：熊本大学生活協同組合レクレーション
22日 ：仙酔峡旗争奪柔道大会

  8
13 日 ：なでしこサッカー大会
　  〃     ：シニアサッカー大会
27日 ：阿蘇郡市男子一般ソフトボール大会

５月

第７回阿蘇市民チャリティーゴルフ大会

市民の健康の保持と市民相互の親睦をはか
ることを目的に、下記のとおり開催しま

す。多数のご参加をお待ちしています。
●とき
●場所　コスギリゾート　阿蘇ハイランドゴルフコース
●参加資格　 阿蘇市居住者及び本大会の趣旨にご賛同い

ただける方
●料金　１０，５００円
　　　　（参加費、セルフプレー費、昼食代含む）
●募集人数　先着１６０名（４０組）
●申込方法　 ４人一組で参加申込書に必要事項を記入の

上、コスギリゾート阿蘇ハイランドゴルフ
コースへ直接お申し込みください。（お一
人での参加も受け付けますが、スタートは
事務局組合せ順となります。）

●申込期間
●注意事項　 当日の表彰式には本人か同組のメンバーの

方が一人以上必ず出席してください。 も
し、賞品の受け渡しが出来ない場合には無
効とさせていただきます。

●その他　 チャリティーホールは、ＯＵＴ４番ホールで
す。ワンオンできなかった方は、チャリティ
ーとして１，０００円を寄付していただきま
す。

●申込先　コスギリゾート阿蘇ハイランドゴルフコース
　　　　　☎３２－５５００　FAX：３２－３３５９
●問い合わせ　阿蘇市民チャリティーゴルフ大会事務局
　　　　　　　☎２２－３２２９（教育課）

ゴールデンウィーク神楽特別公演ゴールデンウィーク神楽特別公演

伝統芸能・神楽の特別公演が開催されます。
また、道の駅には特産品が豊富に品揃えして
あります。
●時間　11:00 ～ 15:00
●問い合わせ　道の駅波野「神楽苑」

　☎２４－２３３１



 

図書館
だより

●
阿
蘇
地
区

　

４
月
25
日
水

●
一
の
宮
・
波
野
地
区

　

４
月
26
日
木

※ 

天
候
に
よ
り
中
止
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※ 

巡
回
経
路
は
広
報
あ
そ
３
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
29
日
・30
日
、
５
月
１
日
・

３
日
・
４
日
・
５
日
は
休
館
し

ま
す
。
休
館
中
の
返
却
は
、
玄

関
横
返
却
ポ

ス
ト
へ
お
願

い
し
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
お
は
な
し
ア
ッ
プ
ル
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
会
で
す
。

●
と
き　

４
月
28
日
土

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

● 

と
こ
ろ　

阿
蘇
図
書
館
お
は

な
し
コ
ー
ナ
ー

●
と
き　

４
月
21
日
土

　

午
後
２
時
〜
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

阿
蘇
図
書
館
内

●
内
容

▼
展
示　

　
「
お
す
す
め
の
絵
本
50
冊
」

▼
大
型
紙
芝
居

　
「
へ
っ
こ
き
あ
ね
さ
」

▼
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

　
「
さ
ん
ぽ
」

（
午
後
２
時
〜
２
時
30
分
ま
で
）

▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

 「（
仮
）
と
し
ょ
か
ん
を
た

ん
け
ん
し
よ
う
！
」

（
午
後
２
時
30
分
〜
）

広報 あそ 2012.04 36

人 権 作 文人 権 作 文

家族や身近な人との関係を見つ
め直し、人権や差別について話
し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

人 権 作 文人 権 作 文 平成２３年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成２３年度時点。

六
人
家
族
で
あ
る
意
味

　

阿
蘇
中
学
校　

３
年

若
宮　

早
希

　

梅
雨
入
り
間
近
の
六
月
上
旬
。
母

は
、
あ
る
病
気
に
か
か
り
入
院
し
ま

し
た
。
そ
の
日
か
ら
父
、
妹
、
祖

母
、
祖
父
と
私
の
五
人
で
の
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

母
は
い
つ
も
明
る
く
元
気
で
、
だ

ら
だ
ら
す
る
こ
と
が
嫌
い
で
暇
さ
え

あ
れ
ば
掃
除
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
母
が
入
院
し
て
か
ら
三
つ
の

こ
と
を
感
じ
、
学
び
ま
し
た
。

　

一
つ
め
は
、
私
は
母
に
頼
り
す
ぎ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
頃
私

は
手
伝
い
も
せ
ず
、
時
間
さ
え
あ
れ

ば
メ
ー
ル
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
い
つ
も
家
が
片
付
い
て
い
る

こ
と
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
私
の
家
庭
は
祖
父
母
も
仕
事

を
し
て
い
る
た
め
、
母
が
入
院
し
て

か
ら
は
家
事
を
分
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
受
験
生
で

も
中
体
連
前
で
も
あ
っ
た
た
め
、
学

校
生
活
と
家
事
の
両
立
と
い
う
も
の

が
と
て
も
苦
し
く
辛
か
っ
た
で
す
。

で
も
母
は
弱
音
を
吐
か
ず
に
い
つ
も

全
力
で
が
ん
ば
っ
て
い
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
は
自
分

の
心
の
あ
ま
さ
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
自
分
勝
手
な
生
活
を

せ
ず
、
家
族
と
助
け
合
う
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
ま
で
私

は
家
の
中
で
、
助
け
合
い
、
協
力
す

る
と
い
う
こ
と
が
全
然
で
き
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
母
の
い
な
い

五
人
で
生
活
し
て
い
く
う
ち
に
、
支

え
合
い
な
が
ら
生
活
す
る
大
変
さ
、

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
素
直
な
心
と
行

動
を
心
が
け
て
楽
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
め
は
、
命
の
大
切
さ
で
す
。

母
が
入
院
し
て
か
ら
、
私
は
、
命
に

つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
身
の
周
り
や
、
普
段
の
生
活
の

中
で
、
「
死
ね
」
と
い
う
言
葉
を
聞

く
と
、
心
が
と
て
も
ず
き
ず
き
と
痛

み
ま
し
た
。
母
が
聞
い
た
ら
ど
う
思

う
か
。
今
ま
で
の
私
を
反
省
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
（
母
が
今
、
命

と
向
き
合
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
の

に
）
と
思
う
と
、
恥
ず
か
し
く
そ
し

て
自
分
が
情
け
な
く
思
え
て
仕
方
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
常
に
私
も
、
命
と
向
き

合
っ
て
生
活
し
て
い
る
と
い
う
自
覚

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
人
は
、
普
段
の
生

活
の
中
で
命
と
向
き
合
う
場
面
は
少

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
は
「
家
族
の
命
、
友
達
の
命
、
そ

し
て
、
自
分
の
命
を
大
切
に
し
、

守
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う

こ
と
を
言
い
た
い
で
す
。

　

母
の
入
院
を
き
っ
か
け
と
し
て
私

た
ち
家
族
の
繋
が
り
、
ま
た
絆
の
強

さ
を
た
し
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
六
人
家
族
で

あ
る
意
味
は
、
六
人
で
支
え
合
い
、

六
人
で
暮
ら
し
、
六
人
で
生
き
て
い

く
こ
と
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
母
は
、
八
月
中
旬
に
退
院
し

ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
ま
た
六
人
で

の
生
活
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

図
書
館
へ
行
こ
う
！

図
書
館
へ
行
こ
う
！

子
ど
も
の
読
書

週
間
イ
ベ
ン
ト

移
動
図
書
館

巡
回
予
定

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
休
館
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】

   

阿
蘇
図
書
館　
　

☎
３
２
‐
０
０
６
７

一
の
宮
図
書
館　

☎
２
２
‐
２
９
１
６

図
書
館

お
は
な
し
会
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３
月
１
日
、
波
野
中
学
校

で
１
年
生
15
人
を
対
象
に

「
大
豆
を
使
っ
た
郷
土
料
理

教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

波
野
の
大
豆
は
田
で
獲
れ

た
大
豆
と
一
味
違
う
「
畑
の

味
」
で
、
味
が
濃
く
甘
み
も

強
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
地
元
の

大
豆
の
美
味
し
さ
と
、
か
つ

て
、
天
皇
陛
下
に
献
上
さ
れ

た
「
献
上
大
豆
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と
思

い
教
室
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
次
の
手
順
で
豆
腐
を
作

り
ま
し
た
。

① 

前
日
か
ら
水
に
漬
け
た
大

豆
を
ミ
キ
サ
ー
で
つ
ぶ
す

（
昔
は
石
臼
）

② 

沸
騰
さ
せ
て
で
き
た
も
の

を
絞
っ
て
豆
乳
に
す
る

③ 

豆
乳
の
表
面
に
浮
か
ん
で

き
た
湯
葉
を
子
供
に
見
せ
る

④ 

に
が
り
を
入
れ
て
30
分
ほ

ど
で
型
に
入
れ
る

広報 あそ 2012.0437

食
生
活
推
進
員
協
議
会
波
野
支
部

子育て支援
センター情報

市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターも自由にご利用いただけます。

の ん び り 広 場
●場　所　波野保育園内
●開放日　 月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

４月・５月

活 動 内 容

１１日 水： 散歩に行こう！
　　　　　（よもぎ摘み）
１８日 水：誕生会・計測日
　　　　　  よもぎ団子を作ろう！

（エプロン・三角巾持
参）※予約

２７日 金： 波野保育園の遠足に
参加しよう！（9：30
荻岳集合→弁当・水筒・
敷物・帽子持参）

４月

　２日 水： 作って遊ぼう！（鯉
のぼり・かぶと作り）

１０日 木： さつま芋の苗植え
　　　　　  波野ふれあい公園
　　　　　 （汚れても良い服・タ

オル持参）

５月

１２日 木： 親子でかんたんクッ
キング（旬の野菜を
使った一品おかず作
り）※おにぎりを持参

１７日 火： 地域散策（10：30
出発→阿蘇神社まで
行きます）※ベビー
カーを持参下さい

２４日 火： 誕生会・計測日（大
きな鯉のぼりを作り
ます）

４月

　１日 火： 砂場で遊ぼう！（汚
れても良い服装でご
参加ください）

１０日 木： エコクラフト（小物
作りをしましょう）
※要予約

１８日 金： わいわい子育て相談
会（乳幼児健診医：
江崎真澄先生による
相談会）

５月

●場　所　 一の宮子育て支援セ
ンター(りんどう保育園横)

●開放日　 月～土曜
●時　間　8：00～17：00
　　　　　(土曜は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　 阿蘇市子育て支援セ
ンター(三久保)

●開放日　 月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

１１日 水： 親子ふれあい体操（３
B体操指導者：大塚
美和氏　親子で楽し
く身体を動かして遊
びましょう）

１８日 水： 作って遊ぼう！（鯉
のぼりやおもちゃを
作って遊びましょう）

２５日 水： 誕生会・体験試食会
２６日 木： あそ☆ビバ（阿蘇内

牧ファミリーパーク）
で遊ぼう！（10：30
現地集合時間）

４月

　２日 水： 計測日・栄養相談
　　　　　 親子簡単クッキング会
　８日 火： 子安河原観音祭に行

こう！（10：30現
地集合→弁当・水筒
持参）

５月

※ おやつ作りや親子クッキングなど
の調理実習にはエプロン・三角巾
（バンダナ可）が必要です。
※ 各所では育児相談を随時受け付け
ています。電話相談も可能です。
(一の宮子育て支援センターは育児
相談専用☎２２‐３８５０まで )

３
月
１

で
１
年
生

「
大
豆
を

教
室
」
を

波
野
の

た
大
豆
と

味
」
で
、

強
い
と
い

す
。
子
ど

大
豆
の
美

て
、
天
皇

た
「
献
上

い
う
こ
と

い
教
室
を

ま
ず
、

緒
に
次
の

り
ま
し
た

①
前
日
か

豆
を
ミ

（
昔
は

②
沸
騰
さ

を
絞
っ

③
豆
乳
の

き
た
湯

④
に
が
り

ど
で
型

●○○○●○●○○
お元気ですか？食生活改善推進員協議会○●○○○●○
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●○○○●○●○○お元気ですか？食生活改善推進員協
議会○●○○○●○

月子育て支援 ４月 ５月子育て支援 ４月・５月
子育て中の人たち集ま

れ！！

４月

活 動 内 容
４月

活 動 内 容

　

次
に
、
そ
の
豆
腐
で
『
ハ

ン
バ
ー
グ
』『
お
か
ら
』『
白

菜
の
白
和
え
』を
作
り
ま
し
た
。

　

沸
騰
し
た
豆
乳
の
泡
を
見

た
生
徒
は
「
す
ご
い
、
淡
雪

み
た
い
」「
こ
ん
な
黄
色
い

大
豆
が
、
あ
ん
な
真
っ
白
な

豆
腐
に
な
る
ん
だ
ね
」
と
、

驚
く
様
子
を
見
て
、
推
進
員

は
皆
、
感
動
し
ま
し
た
。　

　

今
回
は
、
昔
な
が
ら
の
作

り
方
と
い
う
こ
と
で
、
あ
え

て
材
料
の
計
量
も
所
要
時
間

も
経
験
で
培
わ
れ
た
勘
で
行

い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、

大
豆
と
い
う
食
材
が
豆
腐
と

い
う
製
品
に
な
る
過
程
を
体

験
し
た
こ
と
で
、
食
品
へ
の

思
い
が
さ
ら
に
強
く
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
子

ど
も
の
包
丁
さ
ば
き
を
見

て
、
も
っ
と
家
庭
で
大
人
と

一
緒
に
料
理

を
作
っ
て
ほ

し
い
と
感
じ

ま
し
た
。

大
豆
を
使
っ
た
料
理
体
験
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お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
４月１２日木
　9：30～12：00　一の宮保健センター
５月２日水
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター

社会保険出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
４月２０日金
　10：00～15：00　市役所議会棟大会議室
５月２日水
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-8144)

もの忘れ相談＜予約制・無料＞
４月１７日火　15：00～17：00　阿蘇市役所
　予約先　高齢者支援課(☎22-3145)

こころの相談＜予約制・無料＞
４月１０日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

各 種 健 診 の 日 程

４ヶ月児健診
４月１０日火　対象者　H23.11.23～12.15生まれ
　受付　通知に記載　一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
４月２４日火　対象者　H23.8月生まれ
　受付　通知に記載　一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
５月２９日火　対象者　H22.9月生まれ
　受付　13：00～13：15　一の宮保健センター

３歳児健診
４月１７日火　対象者　H20.9月生まれ
　受付　13：00～13：15　阿蘇保健福祉センター

休 日 在 宅 医
４月　８日
４月１５日
４月２２日
４月２９日
４月３０日

脇胃腸科
さかなしハートクリニック
たくもと小児科クリニック
栗林内科医院
眼科　古嶋医院

３２－２５００
２４－６２６２
３４－２２０２
２４－１０２４
３４－０００８

予 防 接 種

３種混合[予約制]
場 　所： 阿蘇中央病院、小野主生医院、

たくもと小児科クリニック、　
松見内科クリニック

対象者：生後３ヶ月～７歳６ヶ月未満

ＢＣＧ[毎月第４火曜日]
場　所：一の宮保健センター
受　付：9:30～9:50
対象者：生後３ヶ月～６ヶ月未満

麻しん・風しん[予約制]
●対象者
　１期:１歳～２歳未満児
　２期:年長児に相当する方
　３期:中学１年生に相当する方
　４期:高校３年生に相当する方
● ポリオ･ＢＣＧ･麻しん･風しん等(生ワクチン)の予防接種を受けたら、２７
日間は他の予防接種は受けられません。３種混合・日本脳炎等(不活化ワク
チン)の予防接種を受けたら６日間は他の予防接種は受けられません。
● 必ず母子手帳と問診票を持参して下さい。問診票はＢＣＧ予防接種のとき
に配布しますが、事前に必要な方は問い合わせてください。

問い合わせ先：一の宮保健センター ☎２２－５０８８

日本脳炎[予約制]
対象者：３歳～７歳６ヶ月未満
　　　　９歳～13歳未満(※)
(※) 平成7年6月1日～平成19年4月1日生
まれの方は、20歳未満までの間、日
本脳炎１・２期が受けられます。

医療機関名
種類

麻しん風しん 日本脳炎
阿蘇温泉病院阿蘇温泉病院 ●● ●●
家入整形外科家入整形外科 ●●
市原胃腸科外科市原胃腸科外科 ●
小野主生医院小野主生医院 ● ●●
古閑医院古閑医院 ● ●●
さかなしハートクリニックさかなしハートクリニック ●
たくもと小児科クリニックたくもと小児科クリニック ● ●●
問端内科問端内科 ●
松見内科クリニック松見内科クリニック ● ●●
脇胃腸科脇胃腸科 ●
栗林内科医院栗林内科医院 ● ●●
波野診療所波野診療所 ●
阿蘇中央病院阿蘇中央病院 ●● ●●

○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。○上記医療機関に必ず電話予約をしてください。

熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

※ 体重・血圧・HbA1c（血糖）検査等を行います。

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
４月１０日火　対象者　H23.5月生まれ
　受付　13：00～13：15　一の宮保健センター

５月　３日
５月　４日
５月　５日
５月　６日

家入整形外科
古閑医院
大阿蘇病院
問端内科

３２－００４８
２２－３０００
２２－２１１１
３２－０１０２

健康測定日＜事前予約不要・無料＞
４月１３日金
　  9：30～16：00　内牧支所
４月１６日月
　10：00～16：00　波野保健福祉センター
４月１９日木
　  9：00～17：00　一の宮保健センター
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竹内　由佳さん (25)　的石
阿蘇カドリー・ドミニオン　勤務

【作り方】

＜食改より一言＞

ニラニラ と納 豆納豆 のか き揚げかき揚げニラニラ と納 豆納豆 のか き揚げかき揚げニラ と納 豆 のか き 揚げ

広
  報
広
  報
広
  報

平
成
 24 年

 4 月
号

N
o. 87

病院に高校生病院に高校生製作製作の壁画。患者の目和ますの壁画。患者の目和ます病院に高校生病院に高校生製作製作の壁画。患者の目和ますの壁画。患者の目和ます病院に高校生製作の壁画。患者の目和ます

　大阿蘇病院手術室建設のため病院
からの眺めが遮断されたことの対策
として、工事の設計監理を行う（株）
熊本紅屋は、阿蘇高校・阿蘇中央高
校美術部による壁画の設置を思いつか
れ、この度その壁画が完成しました。
　壁画は、ベニヤ板１０枚分（縦
1.8ｍ、横9.1ｍ）の大作です。絵の
内容もこの一枚で阿蘇がわかる作品
で、工事終了後も場所を移転し病院
内で大切に飾られるということです。

編
集
／
情
報
課
広
報
情
報
係
　
TEL0967-22-3253

印
刷
／
㈱
つ
る
ば
や
し
印
刷

発
行
／
阿
蘇
市
役
所
　
熊
本
県
阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地
５
０
４
番
地
１

　
　
　
TEL0967-22-3111㈹

　
FA
X0967-22-4577 

ゆ　か

〔趣味〕ヨガ　　　〔特技〕ピアノ
〔阿蘇の好きなところ〕草千里・温泉
〔阿蘇市への要望〕電車など交通機関が便利になってほしいです
〔好きな男性のタイプ〕いつも優しくて、笑わせてくれる人
〔好きな言葉〕「笑顔」。いつも笑っていると、きっといいことがあります
 Ｑ．仕事の内容
　　獣医師。園内動物の診察・治療
 Ｑ．仕事で、日頃から心がけていること
　　動物の健康・命に関わる業務なので、慎重・丁寧にやるよう意
　　識しています 　　

具と衣を少しずつ混ぜ合わせ
ることで、衣の粘りが少なく
カラッと仕上がります。

エネルギー　：　268kcal
たんぱく質　：　     5.9ｇ
脂　　　質　：　　16.9ｇ
カルシウム　：　 128ｍｇ

①ニラは根元を少し落し、６ｍｍ位の長さに刻み、小麦粉を絡める。
　納豆を加え混ぜあわせる。
②Ａの材料を混ぜ合わせ、衣を作る。
③小さ目のボールを用意し、①の具を大さじ山盛り１杯入れ、その中に②の
　衣を大さじ２杯加え、混ぜ合わせ、中温の油で揚げる。
　※揚げ上がりの目安は、ニラと納豆の色が鮮やかになります。
④最後に、大根おろしにお好みで七味唐辛子やしょうゆを和えたものを添える。

材　料（５人分）

(
●ニラ・・・・・・・・１００ｇ
●小麦粉・・・・・・・小さじ２
●納豆・・・・・40g×２パック
●大根・・・・・・・・・・適量
●七味唐辛子・・・・・・・適量
●しょうゆ・・・・・・・・適量

A
　●小麦粉・・・・・・１００ｇ
　●片栗粉・・・・・・大さじ1
　●卵・・・・・・・・１/２個
　●水・・・・・約１/２カップ
●揚げ油・・・・・・・・・適量
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